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総　　説

底魚類は初期生息場所として
流れ藻をどのように利用しているか

永沢　亨＊

Drifting seaweed clumps as possible early life habitats for demersal fishes

Toru NAGASAWA

In this study, I investigated the seasonal occurrences of juvenile fishes that are associated with drifting seaweed in the 

surface waters around the Japanese archipelago. I also estimated the possible contribution of drifting seaweed to the early 

life history of demersal fishes as habitats. Approximately 130 species of juvenile fishes associated with drifting seaweed 

have been reported to be found in the waters surrounding the Japanese archipelago north of Kyushu. The fish fauna varied 

by the location of sea area, however, except for the yellowtail juveniles, demersal fishes are more common and abundant 

than pelagic fishes in each sea area. Therefore, I proposed to classify juvenile fishes that are associated with drifting seaweed 

into “essential residents” and “opportunistic residents” based on whether it is essential for them to accompany drifting 

seaweed during a certain period of their early life history. In addition, I proposed the division of “opportunistic resident” 

into “active opportunistic resident” and “passive opportunistic resident”. Furthermore, I suppose that the development 

of “essential resident” and “active opportunistic resident” drifting seaweed was related to the reduction in mortality rate 

during and around primary metamorphosis due to the extension of the pelagic life period.

キーワード：流れ藻，底魚類，初期生活史，稚魚
2024年 6月 10日受付　2024年 12月 2日受理

＊	 国立研究開発法人水産研究・教育機構水産資源研究所底魚資源部（新潟庁舎）
	 〒 951-8121　新潟県新潟市中央区水道町１丁目 5939-22
	 Niigata Field Station, Demersal Fish Resources Division, Fisheries Resources Institute, Japan Fisheries Research and Education Agency, Suido-cho 

1-5939-22, Chuo-ku, Niigata, 951-8121, Japan
	 E-mail: nagasawa_toru09@fra.go.jp

多様な魚類が流れ藻をはじめとする表層の浮遊
構造物に随伴することは古くから注目を集め，多くの
研究が行われてきた（児島 1957，内田・庄島 1958，
Hirosaki 1960a，b，千田 1962，1965）。特に日本列島周
辺ではブリSeriola quinqueradiata稚魚（モジャコ）が流
れ藻に随伴する性質を利用し，1957年ごろから畜養用
種苗供給を目的としたモジャコ漁が盛んに行われるよ
うになったこともあり，同様の生態を有する仔稚魚に
ついての知見が多く収集された。また，その後 1990年
代以降は，世界的に魚類蝟集装置（FAD: fish aggregation 
device）等の浮性構造物に魚類が蝟集する現象について

も 研 究 が 行 わ れ，「 会 合 点 仮 説 」（meeting point 
hypothesis）等が研究者の注目を集めた（Dagorn and 
Freon 1999，Freon and Dagorn 2000，Castro et al. 2002）。
これらFAD等に関する多くの研究は，主にまき網漁業
の対象となるマグロ類やブリ類などの回遊性浮魚類を
中心に行われている。一方，成魚が表層に分布しない
底魚類は直達発生を行い，ふ化後からすぐに底生生活
を送るものもいるが，多くの種類が仔稚魚段階での浮
遊期を有し，さらに一部の種は表層の流れ藻等に随伴
することが以前より知られ（内田 1926，1927，千田
1962），これら底魚類仔稚魚の生態については，初期生
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態研究の一環として取り組まれてきた。仔稚魚期は多
くの魚種において減耗の大きい時期であるが，中でも
摂餌開始期や変態に伴う生息場所の移行は減耗を伴う
大きな転換点である（Hjort 1914，Thorisson 1994）。ブ
リのような回遊性の浮魚類は，流れ藻を離脱すると持
続的な遊泳力を生かし，表中層での回遊生活に円滑に
移行可能と考えられるが，底魚類にとって表層域の特
殊な生息場所である流れ藻からの離脱は，海面の漂泳
生活から底生生活への移行という，より劇的な変化を
伴う過程である。また底生生活への移行に不適な陸棚
から遠く離れた外洋域や海盆域等の海域に移送される
流れ藻に稚魚が随伴した場合には，無効分散につなが
る可能性もある。しかし，ブリ類を主体とするアジ科
を除くと，流れ藻に随伴する稚魚は浮魚類よりもむし
ろ底魚類が多数を占め，底魚類の初期の生息場所とし
て流れ藻が重要な位置を占めていると推察される。し
たがって底魚類の生活史において，浮遊期から着底に
至る過程の中で，一見回り道とも思われる流れ藻への
随伴がどのような意味を持っているのか？ということ
は興味深い課題である。また，流れ藻に随伴する魚類
相は他の浮遊構造物に随伴する魚類相よりも多様性が
高く（Fedoryako 1989），物理的な遮蔽物としての側面
に加え，表在性や付着性動物や藻自体の存在により生
物的な利用可能資源でもあることから，初期生活史に
おける生育場としての重要性は他の浮遊構造物よりも
高いと想定される。そこで本稿では，これまで公表さ
れてきた流れ藻に随伴する魚類の初期生態に関する知
見に基づき，日本列島周辺海域の流れ藻に随伴する仔
稚魚・幼魚の出現状況を整理するとともに，底魚類の
初期生息場所としての流れ藻の意義を再検討した。

流れ藻に随伴する魚種の海域別特徴

世界的にみると 96科 333種以上の魚類が人工のもの
を含む海表面の浮遊構造物に随伴することが報告され
ており（Castro et al. 2002），そのうち流れ藻に随伴す
るものが 59科 140種ほど，さらに底魚類（岩礁域生息
を含む）に絞ると 42科 110種ほどである。日本列島周
辺の太平洋沿岸（熊野灘，伊豆半島・相模湾，東北沖），
対馬海流域（九州北部沿岸，韓国南部，隠岐諸島周辺，
佐渡海峡）および瀬戸内海の各海域から報告された流
れ藻に随伴する魚類仔稚魚は，46科 128種ほど報告さ
れているが，海域によって種組成に差異が見られ（表 1），
上記全ての海域で確認されているのはハナオコゼ
Histrio histrio，メバル複合種群Sebastes inermis complex
（表 1の注参照），ブリ，イシダイOplegnathus fasciatus，
メダイHyperoglyphe japonica，ウマヅラハギThamnaconus 
modestusの 6種（群）である。浮魚類を含む出現種数を
海域別にみると，九州北部が 53種，熊野灘が 50種と多く，
日本海（隠岐諸島周辺，韓国南部，佐渡海峡周辺）や東

北沖太平洋では 30種以下と少ない。浮魚類では太平洋
側の熊野灘（17種）や伊豆・相模湾海域（15種）でム
ロアジ属を中心としたアジ科魚類稚魚が多く出現したの
に対し，対馬暖流域の九州北岸（12種）や佐渡海峡周
辺海域（11種）では，トビウオ科稚魚が多く認められて
いる。底魚類では九州北部沿岸域の出現種数が 41種と
最も多く，熊野灘（33種），瀬戸内海（32種），伊豆半島・
相模湾（28種）がこれに次ぐ。太平洋側の海域ではカ
ワハギ科や亜熱帯性のモンガラカワハギ科に加え，スズ
メダイ科などによって出現種数が多くなっており，瀬戸
内海では温帯性のメバル科魚類やフグ科の出現種数が多
い。また日本海ではメバル科魚類が多いのが特徴である。

流れ藻に随伴する底魚類主要分類群の出現時期と
体サイズ

各個体が流れ藻に随伴する期間を直接知ることは困難
であるが，流れ藻につき始める体長と，離れる体長から
随伴期間が推定されてきた。また，一部の魚種では耳石
の日齢解析により随伴期間が推定されている。底魚類の
中でも，ハナオコゼ，ヨウジウオSyngnathus schlegeli，
ギンポPholis nebulosa，ニジギンポPetroscirtes breviceps，
アミメハギRudarius ercodesなどの沿岸のガラモ場・
アマモ場に生息する種は，時に成魚になるまで流れ藻に
随伴するが（千田 1965，表 1），その他の多くの魚種は
仔稚魚期の一部の期間を流れ藻とともに過ごす。これら
のうち，流れ藻に随伴する仔稚魚の体長範囲が広く，
流れ藻との関係が深いと想定される魚種は，メバル科，
アイナメ科，メジナ科，イシダイ科，イスズミ科，イボ
ダイ科，スズメダイ科，ニシキギンポ科，イソギンポ科，
アイゴ科，モンガラカワハギ科，カワハギ科などの限ら
れた分類群の中のさらに一部の種に過ぎず，また成魚の
分布水深の中心が 100m以浅にある沿岸性の種がほとん
どである。

メバル科　日本周辺に出現する 30種のうち 10種ほど
が流れ藻とともに採集されることが報告されているが，
ヨロイメバルSebastes hubbsi，キツネメバル複合種群
S. vulpes complex，ムラソイ複合種群S. pachycephalus 
complex，カサゴSebastiscus marmoratusの 4種（群）
は流れ藻に随伴する仔稚魚の全長範囲が狭く，また出現
数も少ないこと，流れ藻に随伴する仔稚魚と同サイズの
仔稚魚が沿岸の表層あるいは藻場などで普通に出現す
ることから，流れ藻への随伴は偶発的なものと考えら
れる。また，トゴットメバルS. joyneriおよびエゾメバ
ルS. taczanowskiiについては，採集例（尾数）が少な
いことに加え，仔稚魚の形態が未記載な年代での報告で
あることから同定の不確実性も残されている。なお，木
村ら（1958）が日本海の流れ藻に産み付けられたサン
マCololabis saira卵の調査において，エゾメバル稚魚
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1-
6月

22
～

11
8

○
○

○
○

○
○

○
○

H
ex

ag
ra

m
m

os
 o

ta
ki

i
ア
イ
ナ
メ

底
層

/岩
礁

4月
○

○
ム
ツ
科

Sc
om

br
op

us
 b

oo
ps

ム
ツ

底
層

/岩
礁

10
月

22

シ
イ
ラ
科

C
or

yp
ha

en
a 

hi
pp

ur
us

シ
イ
ラ

表
層

6-
9月

21
～

47
○

○
○

○
○

C
or

yp
ha

en
a 

eq
ui

se
lis

エ
ビ
ス
シ
イ
ラ

表
層

5-
6月

○
ア
ジ
科

El
ag

at
is

 b
ip

in
nu

la
ta

ツ
ム
ブ
リ

表
層

6-
8月

12
9～

13
2

○
○

N
au

cr
at

es
 d

uc
to

r
ブ
リ
モ
ド
キ

表
層

12
月

○
○

Se
ri

ol
a 

du
m

er
ili

カ
ン
パ
チ

表
層

5-
10
月

28
～

12
3

○
○

Se
ri

ol
a 

qu
in

qu
er

ad
ia

ta
ブ
リ

表
層

4-
8月

11
～

13
4

○
○

○
○

○
○

○
○

Tr
ac

hu
ru

s j
ap

on
ic

us
マ
ア
ジ

5-
8，

11
月

21
～

58
○

○
○

○
○

○
○

D
ec

ap
te

ru
s m

ac
ar

el
lu

s
ク
サ
ヤ
モ
ロ

表
層

6-
7月

○
D

ec
ap

te
ru

s m
ar

ua
ds

i
マ
ル
ア
ジ

表
層

45
～

95
○

D
ec

ap
te

ru
s t

ab
l

オ
ア
カ
ム
ロ

表
層

52
～

56
○

D
ec

ap
te

ru
s m

ur
oa

ds
i

ム
ロ
ア
ジ

表
層

54
～

13
7

○
D

ec
ap

te
ru

s a
ka

ad
si

ア
カ
ア
ジ

表
層

○
Se

la
r c

ru
m

en
op

ht
ha

lm
us

メ
ア
ジ

表
層

6月
90
～

10
8

○
○

At
ro

pu
s a

tro
po

s
ク
ボ
ア
ジ

表
層

6，
8，

10
月

○
C

ar
an

x 
se

xf
as

ci
at

us
ギ
ン
ガ
メ
ア
ジ

表
層

○
Ps

eu
do

ca
ra

nx
 d

en
te

x
シ
マ
ア
ジ

表
層

6-
7月

○
K

ai
w

ar
in

us
 e

qu
ul

a
カ
イ
ワ
リ

表
層

/中
底
層

22
～

53
○

ヒ
イ
ラ
ギ
科

Eq
uu

lit
es

 ri
vu

la
tu

s
オ
キ
ヒ
イ
ラ
ギ

底
層

○

表
1．
続
き
（

1）
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底魚類の初期生息場所としての流れ藻

科
学
名

和
名

成
魚
生
息
場
所

出
現
期

全
長

(m
m

)
海
域

九
州
北
部

韓
国
南
部

隠
岐
諸
島

周
辺

佐
渡
海
峡

周
辺

東
北
太
平
洋

伊
豆
・

相
模
湾

熊
野
灘
・

紀
南

瀬
戸
内
海

ハ
チ
ビ
キ
科

Er
yt

hr
oc

le
s s

ch
le

ge
lii

ハ
チ
ビ
キ

底
層

/岩
礁

○
シ
マ
ガ
ツ
オ
科

Br
am

a 
ja

po
ni

ca
シ
マ
ガ
ツ
オ

表
層
・
中
層

6-
7月

○
マ
ツ
ダ
イ
科

Lo
bo

te
s s

ur
in

am
en

si
s

マ
ツ
ダ
イ

中
・
底
層
？

8-
9月

50
～

11
8

○
○

タ
イ
科

Ac
an

th
op

ag
ru

s l
at

us
キ
チ
ヌ

底
層

10
月

15
～

18
○

Pa
gr

us
 m

aj
or

マ
ダ
イ

底
層

4月
11
～

12
○

ヒ
メ
ジ
科

U
pe

ne
us

 ja
po

ni
cu

s
ヒ
メ
ジ

底
層

7-
10
月

17
～

19
○

○
○

イ
ス
ズ
ミ
科

K
yp

ho
su

s c
in

er
as

ce
ns

テ
ン
ジ
ク
イ
サ
キ

底
層

/岩
礁

3-
12
月

22
～

86
○

○
○

K
yp

ho
su

s v
ai

gi
en

si
s

イ
ス
ズ
ミ

底
層

/岩
礁

5-
8，

10
月

54
～

13
9

○
○

K
yp

ho
su

s b
ig

ib
bu

s
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ

底
層

/岩
礁

5月
○

カ
ゴ
カ
キ
ダ
イ
科

M
ic

ro
ca

nt
hu

s s
tr

ig
at

us
カ
ゴ
カ
キ
ダ
イ

底
層

/岩
礁

5,
12
月

17
～

18
○

○
メ
ジ
ナ
科

G
ire

lla
 le

on
in

a
ク
ロ
メ
ジ
ナ

岩
礁

5-
6，

12
-2
月

26
～

27
○

○
G

ire
lla

 p
un

ct
at

a
メ
ジ
ナ

岩
礁

3-
8，

12
-3
月

15
～

91
○

○
○

○
○

○
○

イ
シ
ダ
イ
科

O
pl

eg
na

th
us

 fa
sc

ia
tu

s
イ
シ
ダ
イ

岩
礁

5-
10
月

12
～

88
○

○
○

○
○

○
○

○
O

pl
eg

na
th

us
 p

un
ct

at
us

イ
シ
ガ
キ
ダ
イ

岩
礁

4-
8，

10
-1

1月
17
～

99
○

○
○

○
○

○
○

シ
マ
イ
サ
キ
科

Te
ra

po
n 

th
er

ap
s

ヒ
メ
コ
ト
ヒ
キ

底
層

8月
○

Rh
yn

ch
op

el
at

es
 o

xy
rh

yn
ch

us
シ
マ
イ
サ
キ

底
層

8月
10
～

12
○

タ
カ
ベ
科

La
br

ac
og

lo
ss

a 
ar

ge
nt

iv
en

tr
is
タ
カ
ベ

表
層

6月
○

イ
ボ
ダ
イ
科

H
yp

er
og

ly
ph

e 
ja

po
ni

ca
メ
ダ
イ

中
・
底
層

1-
9月

35
～

28
0

○
○

○
○

○
○

○
○

エ
ボ
シ
ダ
イ
科

Ps
en

es
 c

ya
no

ph
ry

s
ス
ジ
ハ
ナ
ビ
ラ
ウ
オ

中
・
底
層

5-
7月

17
～

15
6

○
○

ス
ズ
メ
ダ
イ
科

Ab
ud

ef
du

f s
or

di
du

s
シ
マ
ス
ズ
メ
ダ
イ

岩
礁

10
月

○
○

Ab
ud

ef
du

f s
ep

te
m

fa
sc

ia
tu

s
シ
チ
セ
ン
ス
ズ
メ
ダ
イ

岩
礁

○
Ab

ud
ef

du
f v

ai
gi

en
si

s
オ
ヤ
ビ
ッ
チ
ャ

岩
礁

3-
1月

10
～

68
○

○
○

○
○

C
hr

om
is

 n
ot

at
a

ス
ズ
メ
ダ
イ

岩
礁

7，
9月

8～
48

○
○

Po
m

ac
en

tr
us

 c
oe

le
st

is
ソ
ラ
ス
ズ
メ
ダ
イ

岩
礁

7月
○

ベ
ラ
科

La
br

id
ae

 sp
p.

ベ
ラ
科

底
層

○
イ
カ
ナ
ゴ
科

Am
m

od
yt

es
 ja

po
ni

cu
s

イ
カ
ナ
ゴ

底
層

○
ニ
シ
キ
ギ
ン
ポ
科

Ph
ol

is
 c

ra
ss

is
pi

na
タ
ケ
ギ
ン
ポ

底
層

/岩
礁

4-
6月

30
～

12
4

○
○

Ph
ol

is
 n

eb
ul

os
a

ギ
ン
ポ

底
層

/岩
礁

2-
12
月

23
～

19
9

○
○

○
○

○
○

○
イ
ソ
ギ
ン
ポ
科

En
to

ma
cr

od
us

 st
ell

ife
r s

tel
lif

er
ホ
シ
ギ
ン
ポ

底
層

/岩
礁

11
-1

2月
18
～

21
○

En
ch

el
yu

ru
s k

ra
us

si
i

ク
ロ
ギ
ン
ポ

底
層

/岩
礁

5月
19

○
Pe

tro
sc

ir
te

s b
re

vi
ce

ps
ニ
ジ
ギ
ン
ポ

底
層

/岩
礁

2，
6-

10
月

8～
71

○
○

○
○

○
○

Pa
ra

bl
en

ni
us

 y
at

ab
ei

イ
ソ
ギ
ン
ポ

底
層

/岩
礁

6-
12
月

15
～

81
○

○
○

○
ネ
ズ
ッ
ポ
科

C
al

lio
ny

m
id

ae
 sp

. 
ネ
ズ
ッ
ポ
科
の

1種
底
層

7月
○

表
1．
続
き
（

2）
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科
学
名

和
名

成
魚
生
息
場
所

出
現
期

全
長

(m
m

)
海
域

九
州
北
部

韓
国
南
部

隠
岐
諸
島

周
辺

佐
渡
海
峡

周
辺

東
北
太
平
洋

伊
豆
・

相
模
湾

熊
野
灘
・

紀
南

瀬
戸
内
海

ア
イ
ゴ
科

Si
ga

nu
s f

us
ce

sc
en

s
ア
イ
ゴ

岩
礁

7-
10
月

24
～

30
○

○
○

Si
ga

nu
s s

p.
ア
イ
ゴ
属
の

1種
岩
礁

○
カ
マ
ス
科

Sp
hy

ra
en

a 
pi

ng
ui

s
ア
カ
カ
マ
ス

中
・
底
層

○
サ
バ
科

Sc
om

be
r j

ap
on

ic
us

マ
サ
バ

表
層

6月
○

Sc
om

be
r a

us
tr

al
as

ic
us

ゴ
マ
サ
バ

表
層

○

モ
ン
ガ
ラ
カ
ワ
ハ
ギ
科

Ps
eu

do
ba

lis
te

s 
fla

vi
m

ar
gi

na
tu

s
キ
ヘ
リ
モ
ン
ガ
ラ

岩
礁

8月
○

Ba
lis

to
id

es
 c

on
sp

ic
ill

um
モ
ン
ガ
ラ
カ
ワ
ハ
ギ

岩
礁

6-
7月

○
C

an
th

id
er

m
is

 m
ac

ul
at

a
ア
ミ
モ
ン
ガ
ラ

底
層

/岩
礁

7-
9月

40
～

12
8

○
○

○
○

カ
ワ
ハ
ギ
科

Al
ut

er
us

 m
on

oc
er

os
ウ
ス
バ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

8月
10

9
○

○
○

Al
ut

er
us

 sc
ri

pt
us

ソ
ウ
シ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

6-
7月

12
3～

72
5

○
○

○
○

Br
ac

ha
lu

te
re

s u
lv

ar
um

ア
オ
サ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

○
Pa

ra
m

on
ac

an
th

us
 o

bl
on

gu
s
ヨ
ソ
ギ

底
層

/岩
礁

6-
10
月

9～
26

○
○

○
Ru

da
ri

us
 e

rc
od

es
ア
ミ
メ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

4-
12
月

5～
45

○
○

○
○

St
ep

ha
no

le
pi

s c
ir

rh
ife

r
カ
ワ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

4-
10
月

6～
12

7
○

○
○

○
○

○
○

Th
am

na
co

nu
s m

od
es

tu
s

ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

6-
8，

10
月

10
～

89
○

○
○

○
○

○
○

○
Th

am
na

co
nu

s h
yp

ar
gy

re
us

サ
ラ
サ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

6-
7月

○
Th

am
na

co
nu

s m
ul

til
in

ea
tu

s
セ
ン
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

○
C

an
th

er
hi

ne
s p

ar
da

lis
ア
ミ
メ
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ

底
層

/岩
礁

○
フ
グ
科

La
go

ce
ph

al
us

 sp
ad

ic
eu

s
シ
ロ
サ
バ
フ
グ

底
層

8月
6～

11
○

Ta
ki

fu
gu

 p
ar

da
lis

ヒ
ガ
ン
フ
グ

底
層

5-
7月

10
～

28
○

○
Ta

ki
fu

gu
 a

lb
op

lu
m

be
us

ク
サ
フ
グ

底
層

5-
7月

19
～

93
○

○
Ta

ki
fu

gu
 sp

.
ト
ラ
フ
グ
属
の

1種
底
層

6月
22

○
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
科

D
io

do
n 

ho
lo

ca
nt

hu
s

ハ
リ
セ
ン
ボ
ン

底
層

/岩
礁

8月
○

文
献

内
田・
庄
島

（
19

58
），

庄
島・
植
木

（
19

64
），

 
Ni

sh
id

a e
t a

l.
（

20
08
）

C
ho

 e
t a

l.
（

20
01
）

千
田

（
19

62
），

森
脇
ら

（
20

05
）

池
原

（
19

77
），

永
沢
（

20
01
）

Sa
fr

an
 a

nd
 

O
m

or
i

（
19

90
）

H
iro

sa
ki

（
19

60
b）

Id
a 

et
. a

l.
（

19
67

a）
，

塩
屋（

19
76
）

中
尾
ら

（
19

81
），

西
村・
伊
藤

（
19

83
），

 
堀
木（

20
04
）

岡
山
県
水
産

試
験
場

（
19

64
），

山
本
ら

（
20

02
，2

02
1）

表
1．
続
き
（

3）

メ
バ
ル
複
合
種
群
：
従
来

1
種
「
メ
バ
ル

Se
ba

st
es

 in
er

m
is
」
とし
て
ま
と
め
て
扱
わ
れ
て
き
た
多
型
（

3
色
彩
型
）
は

K
ai

 a
nd

 N
ak

ab
o 

(2
00

8)
に
よ
っ
て
ア
カ
メ
バ
ル

S.
 in

er
m

is
，ク
ロ
メ
バ
ル

S.
 v

en
tr

ic
os

us
，シ
ロ
メ
バ
ル

S.
 c

he
ni
の

3
種
と
整
理
さ
れ
た
。
一
方

20
08
年
以
前
の
生
態
研
究
は

3
種
を
含
む
「
メ
バ
ル

Se
ba

st
es

 in
er

m
is
」
を
対
象
とし
て
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よう
に

3
種
を
区
分
せ
ず
に
対
象
とし
て
い
る
場
合
は
永
沢
（

20
14
）
に
従
い
「
メ
バ
ル
複
合
種

群
Se

ba
st

es
 in

er
m

is
 c

om
pl

ex
」
とし
た
。
キ
ツ
ネ
メ
バ
ル
複
合
種
群
：
キ
ツ
ネ
メ
バ
ル

Se
ba

st
es

 v
ul

pe
s，
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル

S.
 z

on
at

us
に
加
え
，
両
種
の
雑
種
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
（

M
ut

o 
et

 a
l. 

20
19
）。
ム
ラ
ソ
イ
複
合
種
群
：
ム
ラ
ソ
イ

Se
ba

st
es

 p
ac

hy
ce

ph
al

us
，オ
ウ
ゴ
ン
ム
ラ
ソ
イ

S.
 n

ud
us

 の
2
種
を
含
む
（

K
ai

 a
nd

 N
ak

ab
o 

20
13
）。
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底魚類の初期生息場所としての流れ藻

が優占種として流れ藻とともに採集されたことを報告し
ているが，同定の根拠や詳細な採集位置等は不明である
ためこの情報は利用しなかった。一方，多くの個体が随
伴することが報告されているメバル複合種群，ウスメバ
ルS. thompsoni，クロソイS. schlegelii，タケノコメバ
ルS. oblongusの 4種（群）では，随伴する仔稚魚の全
長範囲がいずれも広く，流れ藻の生息場所としての重要
性は高いと思われる。これらのうち，メバル複合種群は
九州北部と太平洋東北海域，瀬戸内海，伊豆・相模湾で
多く，ウスメバルは日本海（佐渡海峡，九州北部，韓国
南部，隠岐周辺），と太平洋東北海域で多く，クロソイ
は日本海（佐渡海峡），太平洋東北海域，瀬戸内海で多
い。タケノコメバルは 1960年代までは瀬戸内海で多かっ
たが，現在は流れ藻への随伴が確認されていない（山本
ら 2002，2021，栩野ら 2003）。タケノコメバルを除く
3種（群）の流れ藻に随伴する仔稚魚の全長範囲は，15
～ 70mmの範囲内であまり変わらないが，クロソイとメ
バル複合種群が採集時期ごとのモードが単一であるのに
対し，ウスメバルでは，同一採集時期でもモードが複数
認められる場合がある（図 1，永沢 2001，青森県水産試
験場ら 2001，山本ら 2021）。
メバル複合種群は九州北部において体長 16～ 50mm
の仔稚魚が 3-4月の流れ藻における優占種の一つである
（Nishida et al. 2008）。韓国南部沿岸では，4-5月の流れ藻
に全長 14～ 52mmの仔稚魚が随伴するが，ウスメバル
に比べ量的には少ない（Cho et al. 2001）。佐渡海峡にお
いても流れ藻への随伴は認められるもののウスメバルに
比べて極めて少ない（池原 1977，永沢 2001）。隠岐島近
海における初夏（6-7月）の流れ藻においては，全長 28
～ 70mmのメバル複合種群の採集個体数が最も多く優占
種であると報告されているが（千田 1962），これには出現
が報告されていないウスメバルが混在していた可能性が
考えられる。瀬戸内海においてメバル複合種群は 5-6月
の優占種の一つで，全長範囲で 16～ 142mmの仔稚魚が
流れ藻に随伴し，量的にも多いシロメバルSebastes cheni
がクロメバルS. ventricosusより早く出現する（山本ら
2002，2021）。また，アカメバルS.inermis稚魚も瀬戸内
海のアマモ場に生息するが，流れ藻への随伴は確認され
ていない（山本ら 2021）。メバル複合種群は，東北太平
洋海域でも 6月に仙台湾や黒潮続流域の流れ藻に全長
23～ 64mmの稚魚が随伴し，出現頻度上位種の一つと
なっている（Safran 1990，Safran and Omori 1990）。伊豆
半島・相模湾周辺においても春季における優占種の一
つであり，全長 19～ 40mmの稚魚が流れ藻に随伴する
（Ida et al. 1967a）。また，紀南海域では，尾叉長 17～

53mmの仔稚魚が 4月に多く出現し，ブリ稚魚に次ぐ優
占種であるが 5月には減少する（堀木 2004）。海域等に
よって条件は異なるが，仙台湾では全長 18～ 26mmで
底生生活に入ると考えられ（Nagasawa et al. 2000，Plaza 
et al. 2003），流れ藻への随伴期間なしに浮遊生活から底

生生活に移行する個体も多いものと考えられる。さらに，
佐渡海峡周辺海域等の日本海沿岸域においてもメバル複
合種群は普通に分布するが流れ藻への随伴は希である
（池原 2001）。したがって，流れ藻への随伴は，メバル
複合種群の初期生活史において必須の過程ではないと考
えられる。また，瀬戸内海においては流れ藻に随伴する
メバル複合種群稚魚の全長範囲と藻場で底生生活を送る
稚魚の全長範囲はほぼ同じで（千田 1965），九州北部沿
岸，韓国南部沿岸や瀬戸内海のように水深が浅く，沿岸
の藻場と流れ藻の鉛直的距離が短く，かつ流れ藻の移送
距離が限定的な海域では稚魚が流れ藻を沿岸の藻場の代
用として弾力的に利用することにより優占種となってい
るものと推定される（池原 2001）。
ウスメバルは九州北部や韓国南部において 4-5月に 12
～ 40mmの仔稚魚が流れ藻に随伴する優占種であること
が報告されている（Cho et al. 2001，Nishida et al. 2008）。
島根県の浜田沖や隠岐周辺でも 5-6月に体長 25～ 65mm
の稚魚が出現するが量的には多くない（森脇ら 2005）。
また，佐渡海峡においては出現盛期である 5月の優占種
で（池原 1977，永沢 2001），流れ藻とともに出現する稚
魚の体長範囲は全体として 15～ 56mmと広いものの，
個々の流れ藻に随伴する体長組成の範囲は上記より狭く
モードも異なることから，産出時期の異なる群が別々の
流れ藻に随伴すると推定されている（Nagasawa and 
Kobayashi 1995，永沢 2001，青森県水産試験場ら 2001）。
また，流れ藻随伴の終期である 6月には，5月よりも大
きい体長 40mm以上の個体がほとんどである（青森県水
産試験場ら 2001）。太平洋東北海域では 5月から 7月に
かけて 20～ 60mmの仔稚魚が出現し，出現の盛期は日
本海の佐渡海峡より遅い 6月である（Kokita and Omori 
1998）。また，より南方の犬吠埼沖では 5月に黒潮続流
によって流れ藻とともに移送されたウスメバル仔稚魚
が，海岸から 300km以上沖合でも出現し，海況によっ
ては千葉県沖等で産出されたウスメバル稚魚が黒潮続流
により女川沖にも到達するという（Kokita and Omori 
1999）。また，成魚がほとんど分布しない熊野灘の流れ
藻からも少数個体の出現が知られている（中尾ら
1981）。ウスメバルが流れ藻に随伴を開始する体長は約
15mm，流れ藻を離れて岩礁域での底生生活を開始する
サイズは体長 35mm程度と推察されている（青森県水産
試験場ら 2001）。また，体長 16～ 35mmの稚魚は流れ藻
以外での出現は稀なため，流れ藻への随伴は初期生活史
におけるほぼ必須な過程と考えられる。
クロソイは九州北部沿岸，韓国南部および隠岐諸島周
辺の流れ藻への随伴は確認されていない。一方，佐渡海
峡周辺では体長 20～ 60mmの仔稚魚が 5月下旬 -7月に
かけての流れ藻に随伴し，6月における流れ藻の優占種
である（池原 1977，永沢 2001）。また，個々の流れ藻と
ともに採集される稚魚の体長範囲やモードの差異は小さ
く，多くが 30～ 50mmであり，藻に随伴する体サイズ
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斜線部は流れ藻調査外の定置網に入網した個体を示す。
図 1．日本海側各府県沿岸の流れ藻調査で採集されたウスメバル仔稚魚の旬別体長組成（青森県水産試験場ら 2001を改変）
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底魚類の初期生息場所としての流れ藻

がウスメバルに比べて限られている（永沢 2001）。7月
には量的には少なくなるが，流れ藻に随伴する稚魚は
40～ 60mmと 6月よりも大きい（池原 1977）。瀬戸内海
においてもクロソイが 6月の流れ藻に随伴する仔稚魚の
優占種でサイズも全長 30～ 50mmが多くを占め，佐渡
海峡の 6月との状況とほぼ一致する（山本ら 2002）。東
北太平洋海域では，9～ 44mmの仔稚魚が 6月の仙台湾
の流れ藻に随伴し，ギンポに次ぐ優占種で北緯 38度に
沿った黒潮続流域の流れ藻からも少数出現する（Safran 
and Omori 1990）。また，津軽海峡西口付近の流れ藻では
最優占種である（Safran and Omori 1990）。一方伊豆半島・
相模湾や熊野灘においては流れ藻への随伴は報告されて
いない。クロソイは体長 25mm前後から沿岸の藻場や岩
礁域での底生生活に移行を開始し，また流れ藻の海表面
においても体長 40mmの稚魚が出現すること，流れ藻に
随伴する稚魚の多くが着底を開始する 25mmよりも大き
いことから，流れ藻への随伴は初期生活史における必須
な過程ではなく，一部の稚魚のみが流れ藻を利用してい
るものと考えられる（Nagasawa and Domon 1997，永沢
2001）。

アイナメ科　日本周辺に出現するアイナメ科7種のうち，
クジメHexagrammos agrammusとアイナメH. otakii
の 2種の仔稚魚が流れ藻に随伴することが報告されてい
るが，アイナメの随伴例は少なく流れ藻に随伴する稚魚
はほぼクジメに限られる。九州北部においてクジメは
全長 20～ 75mmの稚魚が 12月から翌年 5月にかけて流
れ藻とともに出現するが個体数は少ない（内田・庄島
1958，庄島・植木 1964，Nishida et al. 2008）。韓国南部
においては 7～ 139mmの仔稚魚が秋季の一部を除いて
ほぼ周年流れ藻に随伴し，冬季や春季は優占種の一つで
ある（Cho et al. 2001）。隠岐諸島や島根県浜田沖の流
れ藻においても全長 66～ 160mmの稚魚が 5-7月に流れ
藻にしばしば随伴するが，稚魚の採集個体数は少ない
（千田 1962，森脇ら 2005）。佐渡海峡周辺において流れ
藻に随伴するクジメ稚魚の出現は 2-8月と長期にわたる
が，4-5月の採集個体数が多い（池原 1977）。稚魚の全
長範囲は 2月が 40mm未満であるが，4月以降は 40mm
以上となり，5月以降はモードが 50mm前後にあるもの
の 100mmを超える稚魚も出現する（池原 1977）。瀬戸内
海では 1-6月に全長 22～ 120mmの稚魚が流れ藻に随伴
し，1990年代は優占種の一つであった（山本ら 2002）。
東北太平洋海域では出現頻度・個体数ともに低い（Safran 
and Omori 1990）。伊豆諸島周辺では 6月に流れ藻に随伴
するが，相模湾では確認されていない（Hirosaki 1960b，
塩屋 1976）。熊野灘や紀南海域では，全長 47～ 112mm
の稚魚が 4-5月に流れ藻に随伴するが出現個体数は少な
い（中尾ら 1981，林・伊藤 1982，西村・伊藤 1983，堀
木 2004）。栗田（1993）は三浦半島周辺においてクジメ
稚魚が体長 30～ 40mmで二次的変態を行い，体色が背

面は青緑色，腹・側面が銀白色を呈する表層生活に適応
した状態から，褐色を地とした赤・茶・白のまだら模様
に変化し，2月中旬から 4月中に沿岸の転石帯や藻場に
着底することを述べている。一方，日本周辺各地で流れ
藻に随伴するクジメ稚魚・幼魚は上記の着底サイズであ
る 40mmを超える個体が多く，体色も黄褐色を地として
茶褐色の斑紋を有する。したがって 5月以降に流れ藻に
随伴する個体は，二次的変態を行う際に藻の無い表層か
ら藻場を含む底層への移行ではなく，表層から流れ藻へ
生息場所を移行した個体が主体であり，クジメにとって
も流れ藻は沿岸の藻場と類似した意味を持つ生息場所と
考えられる。したがってクジメにとって流れ藻への随伴
は，初期生活史における必須の過程ではなく，沿岸の藻
場等への着底の機会を逸した一部の稚魚のみが流れ藻に
随伴するものと考えられる。

イスズミ科　日本列島周辺に分布するコシナガイスズミ
Kyphosus ocyurus，テンジクイサキK. cinerascens，
イスズミK. vaigiensis，ミナミイスズミK. pacificusおよび
ノトイスズミK. bigibbusの 5種のうち，テンジクイサキ，
イスズミおよびノトイスズミの 3種が流れ藻に随伴するこ
とが知られている。なお，イスズミと報告されているもの
には，これまでイスズミと混同されてきたノトイスズミが
含まれている可能性がある。
テンジクイサキは九州北部沿岸において全長 22～

148mmの稚魚・幼魚が 3，6，8月，10-12月の流れ藻に
随伴することが報告されている（内田・庄島 1958，
Nishida et al. 2008）。韓国南部，隠岐諸島周辺，佐渡海峡
周辺等の日本海および東北太平洋海域の流れ藻ではテン
ジクイサキの流れ藻への随伴は確認されていない。一方
相模湾では全長 26～ 115mmの稚魚・幼魚が 5-10月の流
れ藻に随伴し，量的にも 9番目に多く採集され，優占種
の一つである（Hirosaki 1960b，Ida et al. 1967a）。伊豆諸
島周辺でも 5-12月の流れ藻に随伴し，量的には 7月に多
い（塩屋 1976）。熊野灘でも尾叉長 28～ 86mmの稚魚が
5-8月の流れ藻に随伴し，7-8月は優占種の一つである（中
尾ら 1981，西村・伊藤 1983）。紀南海域では，尾叉長
26～ 53mmの稚魚が 4-5月の流れ藻に随伴するが（堀木
2004），調査が行われていない夏季にも随伴している可
能性がある。なお，漂流物の周辺以外においてテンジク
イサキの稚魚・幼魚は観察されない（井田 1986）。
イスズミは全長 92～ 132mmの幼魚が 1950年代に 7-8
月の九州北部沿岸の流れ藻に随伴することが報告されて
いるが，2000年代の調査では確認されていない（内田・
庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国南部では，全長
44mmの稚魚が 5月の流れ藻に随伴した例が知られてい
る（Cho et al. 2001）。隠岐周辺での流れ藻へ随伴は知ら
れていないが，浜田沖で 6月の流れ藻での 1個体の採集
例がある（森脇ら 2005）。佐渡海峡周辺では流れ藻への
随伴は知られていない。瀬戸内海では 1990年代に 8月
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の流れ藻に全長 54および 88mmの稚魚が随伴していた
ことが報告されているが，2010年代には確認されてい
ない（山本ら 2002，2021）。東北太平洋海域の流れ藻では，
イスズミ稚魚・幼魚の随伴は確認されていない。相模湾
では 5，7，10月の流れ藻に全長 18～ 90mmの稚魚・幼
魚が随伴する（Hirosaki 1960a）。伊豆諸島周辺の流れ藻
ではイスズミ稚魚・幼魚の出現は知られていない。熊野
灘では 5-7月の流れ藻に尾叉長 58～ 139mmの稚魚・幼
魚が随伴する（中尾ら 1981）。一方，紀南海域では流れ
藻への随伴は確認されていない（堀木 2004）。
ノトイスズミとして流れ藻への随伴が報告されている
のは韓国南部の 5月の流れ藻に全長 81.8mmの幼魚が随
伴していた例にとどまっている（Cho et al. 2001）。

メジナ科　日本列島周辺に分布する 3種のうち，クロメ
ジナGirella leoninaとメジナG. punctataの 2種が流れ
藻に随伴することが報告されている。しかし，上記 2種
の稚魚を分けて扱った報告はこれまで少ない。また，
オキナメジナG. mezina稚魚も流れ藻に随伴するとされ
ているが，詳細は不明である（千田 1965）。
クロメジナは 12月に全長 26.5mmの稚魚が，九州北部
沿岸の流れ藻に随伴していたことが報告されている
（Nishida et al. 2008）。また，韓国南部では全長 33～

49mmの稚魚が，5月の流れ藻から採集されている（Cho 
et al. 2001）。さらに隠岐島周辺および島根県浜田沖の流
れ藻では，2002年の 6-7月に稚魚が採集されたが，2003年
には出現しなかった（森脇ら 2005）。また，上記調査で
は両年ともメジナの出現が記録されていない。伊豆半島
下田周辺では 4-5月の流れ藻から採集された体長 14～
22mmの稚魚がDNA分析によりクロメジナと査定された
が，クロメジナ稚魚が流れ藻に随伴する期間の中心は，
3月以前にあると推定されている（Nakai et al. 2015）。ま
た，クロメジナは相模灘から房総半島にかけての岩礁域
沿岸において，メジナより早い 1-6月に体長 15～ 32mm
の稚魚が潮だまり等に現れて底生生活に入る（Ito et al. 
2018）。
メジナは九州北部沿岸において，全長 20～ 37mmの
稚魚が 12月から翌年 6月にかけて流れ藻に随伴する
（内田・庄島 1958，庄島・植木 1964，Nishida et al. 2008）。
隠岐島周辺では，全長 17～ 56mmの仔稚魚が 6-7月の流
れ藻に随伴し，量的にもメバル類に次いで多い（千田
1962）。佐渡海峡周辺においては，全長 10～ 75mmの仔
稚魚が 6-8月に出現し，採集個体数もメバル類についで
多い（池原 1977）。瀬戸内海では全長 21～ 91mmの稚魚
が 6-8月に流れ藻に随伴する（山本ら 2002，2021）。東
北太平洋海域では，6月に全長 13～ 18mmの仔稚魚が仙
台湾および黒潮続流域の流れ藻に随伴するが，出現頻度
は低い。伊豆諸島周辺では 3-5月の流れ藻に随伴し，出
現のピークは 5月である（塩屋 1976）。相模湾では全長
15～ 107mmの稚魚・幼魚が 1月，3月，5-6月，10月，

12月と断続的に流れ藻とともに出現した（Hirosaki 
1960b）。また，伊豆半島の下田周辺ではDNA分析により，
メジナと査定された体長 9～ 22mmの仔稚魚は 5-6月の
流れ藻に随伴することが確認された（Nakai et al. 2015）。
紀南海域では尾叉長 16～ 53mmの仔稚魚が 4-5月の流れ
藻に随伴し，採集個体数も上位 5番目にあたる（堀木
2004）。熊野灘でも 5-6月の流れ藻にメジナが随伴する
ことが知られているが，出現頻度や個体数は紀南海域に
比べて少ない（林・伊藤 1982）。相模灘～房総半島の岩
礁域の沿岸において，メジナ稚魚は 4-8月に体長 11～
38mmで潮だまり等に入り着底生活に移行する（Ito et al. 
2018）。福岡沿岸においては，やや沖合からメジナ稚魚
が接岸する時期と流れ藻に随伴する時期および体長がほ
ぼ重なることから，流れ藻への随伴は接岸過程における
一時的なものと想定されている（三郎丸・塚原 1984）。

イシダイ科　日本列島周辺にはイシダイとイシガキダイ
Oplegnathus punctatusの 2種が分布し，いずれも流れ
藻に随伴することが知られている。
イシダイは九州北部海域において，全長 17～ 64mm
の稚魚が 6-10月の流れ藻に随伴し出現のピークは 7月で
ある（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国南岸
では全長 11～ 64mmの仔稚魚が 5-9月の流れ藻に随伴す
る（Cho et al. 2001）。隠岐周辺や浜田沖では，全長 22～
35mmの稚魚が流れ藻に随伴する（千田 1962，森脇ら
2005）。佐渡海峡周辺海域では，体長 5～ 75mmの仔稚
魚が 7-8月に流れ藻に随伴し，特に 8月は優占種となっ
ていた（池原 1977）。瀬戸内海では，全長 20～ 48mmの
稚魚が 7月の流れ藻で少数出現する（山本ら 2002，
2021）。東北太平洋海域でも，5-6月に北緯 38度線に沿っ
た黒潮続流域の流れ藻で全長 19mmの稚魚の出現例があ
るが，仙台湾の流れ藻への随伴は報告されていない
（Safran and Omori 1990）。相模湾では，全長 12～ 97mm
の稚魚・幼魚が 6-10月に流れ藻に随伴し，採集量でも
上位 5種に含まれる（Hirosaki 1960b）。伊豆半島周辺では，
全長 8～ 104mmの仔稚魚が 5-10月の流れ藻に随伴し，
伊豆半島沿岸では 9月，伊豆諸島海域では 7-9月におけ
る優占種である（Ida et al. 1967a，東京都水産試験場
1975，塩屋 1976）。特に伊豆諸島海域においては，ブリ
（モジャコ）に次ぐ量が流れ藻に随伴するという（塩屋
1976）。熊野灘では，5-8月の流れ藻に尾叉長 12～ 88mm
の仔稚魚が随伴し，7-8月の流れ藻では優占種の一つで
ある（中尾ら 1981，西村・伊藤 1983）。一方，紀南海域
では出現盛期である夏季の調査が行われていないもの
の，5月に尾叉長 15～ 16mmの稚魚が少数採集されてい
る（堀木 2004）。伊豆諸島周辺で稚魚ネット表層びきで
採集されるイシダイ稚魚の尾叉長範囲は 9～ 12mmで，
伊豆大島沿岸で底生生活に移る最小サイズは 50mmと推
定されている（東京都水産試験場 1975）。尾叉長 12～
30mmのイシダイ稚魚は流れ藻以外の生息域ではほとん
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ど確認されていないことから，上記サイズの稚魚はほと
んどが流れ藻に随伴するものと推定される。一方，内田
（1926）は全長 30～ 40mmの稚魚が 2～ 3個体からなる
小群で沿岸の中層を遊泳するものが観察されることを報
告しており，流れ藻を離れて着底するサイズには幅があ
るものと考えられる。
イシガキダイは九州北部海域において全長 28～ 87mm

の稚魚が 5-7月および 10-11月に流れ藻に随伴していた
ことが報告されており，出現のピークは 6月でイシダイ
よりも早い（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓
国南岸では全長 25～ 107mmの稚魚が 5-9月の流れ藻に
随伴する（Cho et al. 2001）。隠岐周辺や浜田沖では，全
長 22～ 46mmの稚魚が 6月の流れ藻に随伴する（千田
1962，森脇ら 2005）。佐渡海峡周辺の流れ藻においてイ
シガキダイ稚魚の随伴は報告されていない。瀬戸内海に
おいては全長 23mmおよび 90mmの稚魚が 6月および 7
月の流れ藻でそれぞれ出現したことが報告されている
が，出現が確認されない年もある（山本ら 2002，
2021）。東北太平洋海域では，全長 12～ 46mmの稚魚が 5-6
月に北緯 38度線に沿った黒潮続流域の流れ藻で少数出
現するが，仙台湾の流れ藻への随伴は報告されていない
（Safran and Omori 1990）。相模湾では 5-9月の流れ藻に
全長 14～ 120mmの稚魚・幼魚が随伴し，量的にも上位
である（Hirosaki 1960a）。伊豆諸島周辺では，4-8月の流
れ藻に 10～ 170mmの稚魚・幼魚が随伴し，特に 5-6月
に多い（東京都水産試験場 1975，塩屋 1976）。熊野灘で
は 5-8月の流れ藻に尾叉長 17～ 99mmの仔稚魚が随伴し，
5-6月の流れ藻での優占種の一つである（中尾ら 1981，
西村・伊藤 1983）。紀南海域でも尾叉長 12～ 65mmの仔
稚魚が 4-5月の流れ藻に随伴し，出現尾数も上位である
（堀木 2004）。イシガキダイについては，流れ藻に随伴
する以前の仔稚魚期についての知見が乏しい。伊豆諸島
大島近海では，イシダイよりも早期に流れ藻に随伴する
稚魚が認められ，底生生活に入る最小サイズは尾叉長で
70mm以上とイシダイよりやや大きいと推定されている
（東京都水産試験場 1975）。

イボダイ科　日本列島周辺にはクロメダイ Icichthys 
lockingtoni，メダイ，イボダイPsenopsis anomala，
ニセイボダイP. shojimaiの 4種が分布し，稚魚・幼魚が
流れ藻へ随伴する頻度が高いのはメダイである。一方，
クロメダイとイボダイは稚魚・幼魚がクラゲの下に蝟集
する（庄島 1961，Watson 1996）。
九州北部沿岸では，3月，6-11月に全長 32～ 142mm

のメダイ稚魚・幼魚が流れ藻に随伴するが，出現個体数
は少ない（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国
南部では 5月の流れ藻にメダイが随伴することが確認さ
れている（Cho et al. 2001）。隠岐周辺では，1958-1960年
には全長 70～ 160mmの稚魚・幼魚が少数随伴していた
が，2002-2003年の 6月には隠岐諸島および浜田沖にお

いて 20～ 240mmの稚魚および幼魚が，まとまって出現
した（森脇ら 2005）。佐渡海峡では，1975，1976年には，
メダイの流れ藻への随伴は確認されなかったが，1994年
6月には稚魚の随伴が確認された（池原 1977，永沢
2001）。瀬戸内海においては，メダイ稚魚の流れ藻への
随伴は確認されていない（山本ら 2002，2021）。東北太
平洋海域では，全長 36～ 276mmの稚魚・幼魚が 6月の
流れ藻に随伴し出現頻度も黒潮続流域で高い（Safran 
and Omori 1990）。伊豆諸島海域では 1-6月に尾叉長 36
～ 320mmの稚魚・幼魚が流れ藻に随伴し，5月中旬から
6月に多いが，7月には見られなくなる（東京都水産
試験場 1971，1973，塩屋 1976）。紀南海域や熊野灘では，
尾叉長 20～ 280mmの稚魚・幼魚が 4-6月の流れ藻に随
伴し，紀南海域の 4月の流れ藻ではブリおよびメバル複
合種群に次ぐ優占種であるが，5月には減少する（堀木
2004）。4月に調査が行われていない熊野灘では，5月下
旬と 6月中旬の流れ藻で多く出現するが，6月下旬以降
は出現しない（中尾ら 1981）。飼育実験では水温が 21°C
を超えるとへい死個体が増えることから，水温上昇が流
れ藻からの離脱・深層への移動の引きがねになっている
と考えられる（東京都水産試験場 1973）。メダイは稚魚
期のみならず，幼魚期にも流れ藻に随伴するが，クラゲ
類やフロート付き漁網，その他漂流ごみ等の流れ藻以外
の漂流物への随伴も多いことから（高杉・渡部 2023），
流れ藻はメダイにとって必須の生息場所ではないと推察
される。

スズメダイ科　日本周辺には 110種余りのスズメダイ
科魚類が分布するが，稚魚が日本列島沿岸の流れ藻に
随伴することが報告されているのはシマスズメダイ
Abudefduf sordidus，シチセンスズメダイA. septemfasciatus，
オヤビッチャA. vaigiensis，スズメダイChromis 
notata，ソラスズメダイPomacentrus coelestisの 5種
であり，稚魚・幼魚の体長範囲が記録されているのは
オヤビッチャとスズメダイの 2種にとどまっている。
また，日本列島沿岸では成魚が最も普通に分布するのは
スズメダイだが，流れ藻に随伴する稚魚はオヤビッチャ
が最も多い。
オヤビッチャは九州北部沿岸において全長 10～ 67mm

の稚魚・幼魚が 3-12月の流れ藻に随伴し，7月が出現の
盛期である（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。
隠岐島周辺でも 6-7月に少数の稚魚が流れ藻に随伴する
（森脇ら 2005）。佐渡海峡周辺では流れ藻への随伴は確
認されていない（池原 1977）。瀬戸内海でも本種の流れ
藻への随伴は確認されていない（山本ら 2002，2021）。
東北太平洋海域においては，6月に黒潮続流域に分布す
る流れ藻において少数個体の出現が確認されている
（Safran and Omori 1990）。相模湾においては 5-12月の流れ
藻に全長 11～ 53mmの稚魚が随伴し，量的にも多く夏季
の優占種の一つである（Hirosaki 1960b，Ida et al. 1967a）。
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伊豆諸島海域ではさらに出現期間が長く，5月から翌年
の 1月にかけての流れ藻に稚魚・幼魚が随伴する（塩屋
1976）。熊野灘では，尾叉長 16～ 57mmの稚魚が 5-8月
の流れ藻に随伴する（中尾ら 1981，西村・伊藤 1983）。
紀南海域では尾叉長 14～ 41mmの稚魚が 4-5月に出現し，
採集尾数は 4月に多い（堀木 2004）。また，沖縄本島の
中城湾の漁港内に滞留した 7-11月の流れ藻にも体長 7～
20mmの本種仔稚魚が多量に随伴するが（ニジギンポ，
ミゾレブダイLeptoscarus vaigiensisに次ぐ優占種），他の
スズメダイ科稚魚の随伴はごくわずかである（Ohta and 
Tachihara 2004）。オヤビッチャ稚魚はニューギニア北部
の熱帯海域の漂流物においても上位優占種として出現す
る（木村ら 1998）。
スズメダイは九州北部沿岸において，2000年代では
全長 8～ 13mmの稚魚が 7月および 9月に流れ藻に随伴
している（Nishida et al. 2008）。一方 1950年代にはスズ
メダイ稚魚の流れ藻への随伴は確認されていない（内田・
庄島 1958）。また，韓国南部（Cho et al. 2001）や佐渡海
峡（池原 1977）でもスズメダイの流れ藻への随伴は確
認されていない。隠岐諸島周辺では，6月下旬に流れ藻
に随伴していたことが報告されているが，出現が認めら
れない年もある（森脇ら 2005）。瀬戸内海では全長
22.3mmの稚魚が 7月に流れ藻に随伴していたことが報
告されているが随伴が確認されない年も多い（山本ら
2002，2021）。東北太平洋海域（Safran and Omori 1990），
伊豆諸島（塩屋 1976）でもスズメダイの流れ藻への随
伴は確認されていない。熊野灘では尾叉長 24～ 48mm
の少数の稚魚が 6-7月に流れ藻に随伴していたが，随伴
が確認されない年も多い（中尾ら 1981，西村・伊藤
1983）。紀南海域においては，スズメダイ稚魚の流れ藻
への随伴は確認されていない（堀木 2004）。

ニシキギンポ科　日本列島周辺に分布する 6種のうち，
ギンポPholis nebulosaとタケギンポP. crassispinaの 2種
が流れ藻に随伴することが報告されているが，この 2種
が混同されて扱われてきた可能性がある。
ギンポは九州北部沿岸において，全長 30～ 253mmの
稚魚・幼魚が 2-7月，10，12月に流れ藻に随伴し，他の
魚種の出現が少ない 3月には優占種である（内田・庄島
1958，庄島・植木 1964，Nishida et al. 2008）。韓国南部
では，3-7月に流れ藻に随伴する（Cho et al. 2001）。隠
岐島周辺や浜田沖でも 6月の流れ藻にギンポの稚魚・幼
魚が随伴する（千田 1962，森脇ら 2005）。佐渡海峡周辺
では 7月の流れ藻に少数の稚魚・幼魚が随伴するが，出
現しない年もある（池原 1977）。瀬戸内海では全長 33
～ 199mmの稚魚・幼魚が 3-7月の流れ藻に随伴し，
1997-1998年には出現頻度も高く，春には優占種の一つ
であったが，2017-2018年には 6月のみ出現した（山本ら
2002，2021）。東北太平洋海域では，全長 29～ 74mmの
稚魚・幼魚が 6月の仙台湾の流れ藻に随伴する優占種で

あったが，北緯 38度線に沿った黒潮続流域の流れ藻で
は随伴が確認されていない（Safran and Omori 1990）。ま
た，伊豆諸島や相模湾の流れ藻への随伴も確認されてい
ない（塩屋 1976）。熊野灘でもギンポ稚魚・幼魚の流れ
藻への随伴は確認されていないが，紀南海域では全長
57～ 85mmの稚魚・幼魚が 4月の流れ藻にごく少数随伴
する（堀木 2004）。
タケギンポは全長 30～ 124mmの稚魚・幼魚が 4-5月
に韓国南部の流れ藻に随伴するほか，佐渡海峡周辺にお
いても 5-6月の流れ藻において少数の随伴が確認されて
いる（Cho et al. 2001，永沢 2001）。

イソギンポ科　日本列島周辺に 75種ほど分布する
が，ホシギンポEntomacrodus stellifer stellifer，クロ
ギンポEnchelyurus kraussii，ニジギンポ，イソギンポ
Parablennius yatabeiの 4種が流れ藻に随伴することが
報告されている。うち，クロギンポは瀬戸内海の 5月の
流れ藻に全長 19mmの稚魚が随伴したことが報告されて
いるが，他には随伴例が知られていない（山本ら 2021）。
またホシギンポは九州北部沿岸において全長 18～ 21mm
の稚魚が 10-12月に流れ藻に随伴するが（Nishida et al. 
2008），他の海域の流れ藻での出現は知られていない。
ニジギンポは九州北部沿岸において全長 7～ 120mm
の仔稚魚および幼魚が 6-12月の流れ藻に随伴し，9-12
月は最優占種である（内田・庄島 1958，Nishida et al. 
2008）。韓国南部では，全長 10～ 82mmの仔稚魚および
幼魚が 1月，5-12月の流れ藻に随伴する（Cho et al. 
2001）。浜田沖や隠岐諸島では春 -初夏の流れ藻には随伴
が確認されておらず，秋季の調査は行われていない。佐
渡海峡周辺では 7-8月の流れ藻での随伴が報告されてお
り，8月末の採集尾数が多いが 9月から春季にかけては
調査が実施されていない（池原 1977）。瀬戸内海の流れ
藻では全長 6～ 69mmの仔稚魚が 1月を除くほぼ周年確
認され，全長範囲は 6～ 69mmである。全体としても，
上位 4番目の採集尾数であり，秋季にはアミメハギに次
ぐ優占種である（山本ら 2002，2021）。東北太平洋海域
の 5-7月の調査ではニジギンポの流れ藻への随伴は確認
されていない（Safran and Omori 1990）。相模湾では 6-11
月の流れ藻に全長 14～ 47mmの稚魚が随伴し，四季を
通すと上位 13番目の採集尾数である（Hirosaki 1960b）。
伊豆諸島周辺では 2月，5-6月，8-10月，12月とほぼ周
年にわたって仔稚魚の流れ藻への随伴が認められる（塩
屋 1976）。熊野灘では，5-9月に実施された流れ藻調査
において出現が確認されているが，体長や出現時期の詳
細は不明である（西村・伊藤 1983）。紀南海域では全長
23～ 77mmの稚魚が 4月の流れ藻に随伴することが報告
されている（堀木 2004）。ニジギンポは沖縄本島の中城
湾の漁港内に滞留する流れ藻に 2-4月を除くほぼ周年随
伴し，体長範囲も 9～ 62mmと広く，年間では最優占種
である（Ohta and Tachihara 2004）。
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イソギンポは九州北部沿岸の 6-7月および 10-11月の
流れ藻に全長 16～ 20mmの仔稚魚が随伴する（Nishida 
et al. 2008）。また，1950年代においてイソギンポはこの
海域の流れ藻に随伴することは稀であったが，2000年代
には出現期間も長く，量的にも多かった（Nishida et al. 
2008）。隠岐島周辺や浜田沖の 6-7月の流れ藻において，
イソギンポの随伴は確認されていない（千田 1962，森脇ら
2005）。また，佐渡海峡周辺においても調査が行われた
2-8月の流れ藻への随伴は確認されていない（池原
1977）。瀬戸内海では，6月および 10月の流れ藻に全長
15～ 33mmの稚魚が随伴することが報告されている
（山本ら 2002，2021）。東北太平洋海域の初夏の流れ藻
では，イソギンポの随伴は確認されていない（Safran 
and Omori 1990）。相模湾では 7月および 9月の流れ藻に
全長 15～ 18mmの稚魚の随伴が報告されているが，出
現する個体数は少ない（Hirosaki 1960b）。伊豆諸島周辺
の流れ藻では，イソギンポの随伴は報告されていない
（塩屋 1976）。熊野灘では，5月および 7月の流れ藻に全長

38～ 81mmの稚魚が少数随伴していた（中尾ら 1981）。
紀南海域の春季の流れ藻では，イソギンポの随伴は確認
されていない（堀木 2004）。

アイゴ科　日本周辺に分布する 12種のうち，九州以北
ではアイゴSiganus fuscescensの稚魚のみが流れ藻に随
伴することが知られている。九州北部沿岸域では，7-9月
の流れ藻に全長 24～ 30mmの稚魚が随伴する（内田・
庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国南部では 11月の
流れ藻に少数のアイゴ稚魚が随伴していたことが報告
されている（Cho et al. 2001）。隠岐諸島，浜田沖，佐
渡海峡周辺，東北太平洋海域の流れ藻ではアイゴの随
伴は報告されていない（千田 1962，森脇ら 2005，池原
1977，Safran and Omori 1990）。相模湾では，7-8月の流
れ藻に全長 20mm台の稚魚が少数随伴していた（Hirosaki 
1960b）。伊豆諸島周辺ではアイゴ稚魚の流れ藻への随伴
は報告されていない（Ida et al. 1967a，塩屋 1976）。また，
熊野灘および紀南海域の春から夏にかけての流れ藻で
もアイゴ稚魚の随伴は確認されていない（中尾ら 1981，
西村・伊藤 1983，堀木 1976）。沖縄本島の中城湾の漁
港内に滞留した 5-8月および 10-11月の流れ藻には，体
長 18～ 70mmの稚魚が随伴し，採集量も多い（Ohta and 
Tachihara 2004）。また，九州以北の流れ藻では確認され
ていないゴマアイゴSiganus guttatusの稚魚（体長 18～
35mm）も，同じく漁港内に滞留する 7-10月の流れ藻に
随伴し，体長 30～ 39mmのアミアイゴS. spinus稚魚も
同じく 8-10月の流れ藻に随伴する（Ohta and Tachihara 
2004）。

モンガラカワハギ科　日本周辺に分布する17種のうち，九州
以北ではキヘリモンガラPseudobalistes flavimarginatus，
モンガラカワハギBalistoides conspicillum，アミモンガラ

Canthidermis maculataの 3種が流れ藻に随伴すること
が報告されているが，アミモンガラ以外の出現報告は伊
豆諸島周辺に限られている。
九州北部沿岸域では全長 40～ 109mmのアミモンガラ
稚魚・幼魚が 8-9月の流れ藻に随伴していたが，出現数
はわずかである（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。
韓国南部，隠岐諸島周辺，佐渡海峡周辺等の日本海各地
では，アミモンガラの流れ藻への随伴は報告されていな
い（Cho et al. 2001，千田 1962，森脇ら 2005，池原
1977）。瀬戸内海においては 1990年代に全長 94～
119mmの稚魚・幼魚が 7-8月の流れ藻に少数随伴してい
たことが報告されているが，2010年代の調査では出現
が確認されていない（山本ら 2002，2021）。東北太平洋
海域においてもアミモンガラの流れ藻への随伴は確認さ
れていない（Safran and Omori 1990）。相模湾では全長
65～ 154mmの稚魚・幼魚が 7月および 9月の流れ藻に
随伴することが報告されており（Hirosaki 1960b），伊豆
諸島においても 7月の流れ藻への随伴が知られている
（塩屋 1976）。熊野灘では全長 61～ 128mmの稚魚・幼魚
が 6-7月の流れ藻に少数随伴することが報告されている
（中尾ら 1981）。紀南海域の 4-5月の流れ藻ではアミモン
ガラの随伴は報告されていない（堀木 2004）。なお沖縄
本島の中城湾の漁港内に滞留した 6-11月の流れ藻には
体長 17～ 80mmの本種稚魚が随伴し，採集される量も
比較的多いが，他のモンガラカワハギ科の随伴は報告さ
れていない（Ohta and Tachihara 2004）。アミモンガラは
モンガラカワハギ科の中では沖合性であり，本種稚魚は
松の樹皮や，軽石に擬態して表層に漂うことが知られて
いるが（内田 1951），2021年に水中火山の噴火で多量の
軽石が漂着した沖縄諸島の波打ち際では浮遊する軽石に
小型の稚魚（全長 10～ 50mm）が高密度で随伴するこ
とが観察された（Sato et al. 2023）。またニューギニアの
北方沖合海域でも稚魚～成魚にいたる広範な発育段階の
アミモンガラが流木等の浮遊物に随伴し，優占種である
（木村ら 1998）。このようにアミモンガラはモンガラカ
ワハギ科の中でも特に浮遊物に随伴する習性が強いと考
えられる。

カワハギ科　日本周辺に分布する約 30種のうち，九州
以北の流れ藻への随伴が報告されているのはウスバ
ハギAluterus monoceros，ソウシハギA. scriptus，アオサ
ハギBrachaluteres ulvarum，ヨソギParamonacanthus 
oblongus，アミメハギ，カワハギStephanolepis cirrhifer，
ウマヅラハギ Thamnaconus modestus，サラサハギ
T. hypargyreus，センウマヅラハギT. multilineatus，
アミメウマヅラハギCantherhines pardalisと 10種にお
よぶ。うち，アオサハギ，センウマヅラハギ，アミメウ
マヅラハギの 3種は，熊野灘において少数個体が流れ藻
に随伴することが確認されているにすぎず（西村・伊藤
1983），サラサハギは隠岐諸島および浜田沖での初夏の
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随伴例だけが知られている（森脇ら 2005）。
ウスバハギは，九州北部沿岸において 8月の流れ藻に
全長 109mmの幼魚が随伴していたことが報告されてい
るが（内田・庄島 1958），2000年代には随伴が確認され
ていない（Nishida et al. 2008）。相模湾では全長 95～
230mmの幼魚が 5月および 7-10月の流れ藻随伴する
（Hirosaki 1960b）。熊野灘においても少数個体の随伴が
確認されている（西村・伊藤 1983）。日本周辺の他の海
域では流れ藻への随伴が確認されていないが，ニューギ
ニアの北方沖合海域では幼魚～成魚にいたる広範な発育
段階の個体が流木等の浮遊物に少数随伴する（木村ら
1998）。
ソウシハギは九州北部沿岸において，全長 120～

190mmの幼魚が 6-7月の流れ藻に少数随伴する（内田・
庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国南部，隠岐島周辺，
佐渡海峡周辺など日本海や東北太平洋海域では流れ藻へ
の随伴は確認されていない（Cho et al. 2001，千田 1962，
森脇ら 2005，池原 1977，Safran and Omori 1990）。瀬戸
内海においては，1990年代に全長 272mmと 725mmの成
魚が 8月および，9月の流れ藻にそれぞれ随伴していた
ことが報告されている（山本ら 2002）。相模湾では，全
長 50～ 250mmの稚魚・幼魚が 6-7月の流れ藻に随伴す
る（Hirosaki 1960b）。伊豆諸島周辺でも 6-7月の流れ藻
に稚魚・幼魚が随伴する（塩屋 1976）。熊野灘において
も夏季の流れ藻からソウシハギが採集された記録がある
（西村・伊藤 1983）。紀南海域の 4-5月の流れ藻では，
ソウシハギの随伴は確認されていない（堀木 2004）。
なお沖縄本島の中城湾の漁港内に滞留した 7-9月の流れ
藻には体長 39～ 90mmの稚魚が随伴することが報告さ
れている（Ohta and Tachihara 2004）。またニューギニア
の北方沖合海域でも幼魚～成魚が流木等の浮遊物に少数
随伴することが知られている（木村ら 1998）。
ヨソギは全長 7～ 28mmの稚魚が九州北部沿岸の 6-11月
の流れ藻に随伴し，夏季の優占種の一つである（内田・
庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国南部では 10月の流
れ藻にヨソギ稚魚が随伴していたことが報告されている
（Cho et al. 2001）。隠岐諸島周辺および佐渡海峡周辺では，
ヨソギの流れ藻への随伴は報告されていない（千田
1962，森脇ら 2005，池原 1977）。瀬戸内海や東北太平洋
海域の流れ藻においてもヨソギの随伴は報告されていな
い（岡山県水産試験場 1964，山本ら 2002，2021，Safran 
and Omori 1990）。相模湾では全長 13～ 35mmの稚魚が
7-10月の流れ藻に随伴する（Hirosaki 1960b）。伊豆諸島
周辺では 10月の流れ藻に随伴する（塩屋 1976）。熊野
灘や紀南紀伊域においては，ヨソギの流れ藻への随伴は
確認されていない（中尾ら 1981，西村・伊藤 1983，堀木
2004）。なお沖縄本島の中城湾の漁港内に滞留した 9月
の流れ藻には，体長 14～ 34mmの稚魚が随伴すること
が報告されている（Ohta and Tachihara 2004）。
アミメハギは九州北部沿岸の 6-12月の流れ藻に全長 5

～ 33mmの稚魚・幼魚が随伴し，7-11月には優占種の一
つである（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国
南部においても 7-12月の流れ藻に多数随伴し，すくい
網の採集物では最優占種である（Cho et al. 2001）。隠岐
諸島や浜田沖の初夏の流れ藻への随伴は確認されていな
いが，佐渡海峡周辺では 7-8月の流れ藻に体長 4～
32mmの稚魚が多く出現する（池原 1977）。瀬戸内海で
は全長 4～ 45mmの稚魚・幼魚が 4-12月の流れ藻に随伴
し，7-11月は最優占種である年が多く，2010年代では年
間を通しての最優占種であった（山本ら 2002，2021）。
一方，東北太平洋海域の初夏の流れ藻では，アミメハギ
の随伴は確認されていない（Safran and Omori 1990）。相
模湾では全長 6～ 57mmの稚魚・幼魚が 1月，5-12月の
流れ藻に随伴し，年間を通しての採集数でもカワハギに
次いで多かった（Hirosaki 1960b）。熊野灘では全長 20～
24mmの稚魚が 6月の流れ藻に少数随伴することが報告
されている（中尾ら 1981）。紀南海域では，全長 12～
35mmの稚魚が 4月の流れ藻に少数随伴していた（堀木
2004）。
カワハギは九州北部沿岸域において 6～ 70mmの稚魚
が 6-12月の流れ藻に随伴し，夏季の優占種の一つであ
る（内田・庄島 1958，Nishida et al. 2008）。韓国南部に
おいては 4月および 7-10月の流れ藻に随伴し，8-9月に
は優占種の一つである（Cho et al. 2001）。隠岐諸島や浜
田沖においても全長 10～ 60mmの稚魚が 6-7月の流れ藻
に随伴し，優占種の一つである（千田 1962，森脇ら
2005）。佐渡海峡周辺では，8月の流れ藻に随伴するこ
とが報告されているが，量的には余り多くない（池原
1977）。瀬戸内海では，全長 13～ 127mmの稚魚・幼魚
が 6-9月の流れ藻に随伴し，6-7月には優占種の一つで
ある（山本ら 2002，2021）。東北太平洋海域では黒潮続
流域の初夏の流れ藻に少数の稚魚が随伴する（Safran 
and Omori 1990）。相模湾では全長 6～ 160mmの仔稚魚
が 6-11月の流れ藻に随伴し，全体の採集数でも最も多く，
夏季・秋季の優占種である（Hirosaki 1960b）。伊豆諸島
では 5-10月の流れ藻に随伴し，6-9月に多い（塩屋
1976）。熊野灘では 5-9月の流れ藻に稚魚が随伴し，
6-8月の優占種の一つである（西村・伊藤 1983）。紀南
海域の流れ藻にもカワハギ稚魚が随伴することは確認さ
れているが，4-5月の流れ藻では出現が確認されていない
（堀木 2004）。
ウマヅラハギは九州北部沿岸域において，10～ 61mm
の稚魚が 6月の流れ藻に随伴する（内田・庄島 1958，
Nishida et al. 2008）。韓国南部では 5-7月の流れ藻に随伴
する（Cho et al. 2001）。隠岐諸島周辺および浜田沖では，
10～ 100mmの稚魚が 6-7月の流れ藻に多く出現し，優
占種の一つである（千田 1962，森脇ら 2005）。佐渡海峡
周辺では，全長 10～ 110mmの稚魚が 7-8月の流れ藻に
随伴するが，7月に多く出現し 8月には減少する（池原
1977）。瀬戸内海では全長 12～ 86mmの稚魚が 6-8月の
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底魚類の初期生息場所としての流れ藻

表 2．流れ藻（浮遊物）に随伴する仔稚魚・幼魚の生活型区分

行動観察に基づく区分Gooding and Magunuson（1967）,
千田（1965），井田（1986）

初期生活史における生息場の重要性に基づく新規提案区分

区分名 概要 代表種例 区分名 概要 代表種例

居住者 (resident) 一定期間流れ藻（浮遊
物）に随伴する

居住者 (resident)

能動的居住者
(non obligatory 
resident)

居住者のうち，能動的
に流れ藻に随伴する

ブリ，カワハギ，ウマヅラ
ハギ，イシダイ，テンジク
イサキ，メダイ

必須居住者
(essential resident)

流れ藻への随伴が初期
生活史における必須な過
程である

ブリ，ウスメバル，イシダ
イ，イシガキダイ，カワハ
ギ，テンジクイサキ？ 

受動的居住者
(obligatory resident)

藻の基盤からの剥離等
によって受動的に随伴
する

ヨウジウオ，ギンポ，アミ
メハギ

機会居住者
(opportunistic resident)

流れ藻が初期生活史に
おいて必須の生息場所で
はない

訪問者 (visitor) 浮遊物の周りを数分泳
ぎ回って立ち去る

カマス類など 能動的機会居住者
(active opportunistic resident)

流れ藻に遭遇後，能動的
に随伴する。

クロソイ，メバル複合種
群，クジメ，オヤビッチャ，ニ
ジギンポ，メダイ，メジナ

通過者 (transient) 浮遊物に関心を示さず
通過する

アジ類の一部，カツオ等 受動的機会居住者
(passive opportunistic resident)

藻の基盤からの剥離等に
よって受動的に随伴する

ヨウジウオ類，ギンポ，アミメ
ハギ

流れ藻に随伴し，6-7月における優占種の一つである
（山本ら 2002，2021）。東北太平洋海域では全長 7～
68mmの仔稚魚が黒潮続流域の流れ藻に随伴し，ブリ
（モジャコ）に次ぐ優占種である（Safran and Omori 1990）。
相模湾では全長 14～ 90mmの稚魚が 5-8月の流れ藻に随
伴し，夏季の優占種の一つである（Hirosaki 1960b）。伊
豆諸島では 5-7月の流れ藻に随伴し，6月に多い（塩屋
1976）。熊野灘では尾叉長 30～ 89mmの稚魚が 5-8月の
流れ藻に随伴し，ブリ稚魚（モジャコ）とともに最優占
種である（中尾ら 1981，西村・伊藤 1983）。紀南海域に
おいては全長 11～ 69mmの稚魚が 4-6月の流れ藻に随伴
し，5月には最優占種であった（堀木 2004）。
カワハギ科の中では，アミメハギ，カワハギ，ウマヅ
ラハギの 3種が流れ藻に随伴する頻度が高く，量的にも
多いが，アミメハギは沿岸の藻場に出現するサイズと流
れ藻に随伴するサイズがほぼ同じであり，流れ藻へ随伴
するのは一部の個体であると考えられる。

流れ藻に随伴する底魚類稚魚・幼魚の生活型と
食性

先行研究において，流れ藻とともに採集される稚魚・
幼魚の生活型は漂流物に対する反応と滞在時間の観察結
果から「通過者（transient）」，「訪問者（visitor）」，「居住
者（resident）」に区分された（Gooding and Magnuson 
1967，千田 1965，表 2）。さらに居住者は，生息場所と
して利用していた藻の基盤からの剥離流出に伴って流れ
藻に随伴することを強制された「受動的居住者（obligatory 
resident）」と，浮遊生活期において表層の流れ藻を生息
場所として選択した「能動的居住者（non-obligatory 
resident）」に細分された（井田 1986）。しかし浮遊期を
有する底魚類の生活史に着目した場合，浮遊生活期から
着底生活に至る前段階としての流れ藻への随伴が，初期
生活史における必須な過程であるか否かは極めて重要な

事案である。したがって「居住者」の第一段階の区分
としては，流れ藻への随伴が不可欠な「必須居住者
（essential resident）」とそれ以外の生育場所を利用できる
「機会居住者（opportunistic resident）」の 2区分とするこ
とを提唱する。底魚類で「必須居住者」と考えられるのは，
ウスメバル，テンジクイサキ，イシダイ，イシガキダイ，
カワハギ，ウマヅラハギなど少数である。他の底魚類は
流れ藻随伴時の体長と沿岸の藻場や流れ藻の無い海の表
層等に出現する稚魚・幼魚の体長とが重複していること
から，流れ藻が初期生活史において必須の生息場所では
ない「機会居住者」と判断される。「機会居住者」はさ
らに，藻場等に生息していた個体が基盤から離れた藻と
ともに流されて流れ藻に随伴することとなった「受動的
機会居住者（passive opportunistic resident）」（ヨウジウオ，
ギンポ，アミメハギなど）と，海表面近くで浮遊期を送
る間に流れ藻に遭遇して藻への随伴を選択した「能動的
機会居住者（active opportunistic resident）」（クロソイ，
クジメ，オヤビッチャなど）に区分できる。また，「能
動的機会居住者」には流れ藻以外の浮遊物にも多く随伴
する種も含まれ，これにはメダイや木の葉や軽石に擬態
すると考えられているマツダイLobotes surinamensisや
アミモンガラなどが該当しよう。瀬戸内海や九州北岸浅
海域のメバル複合種群に関しても「能動的機会居住者」
と考えられるが，水深が浅く流れ藻と藻場の鉛直的距離
が近いことから前述のように流れ藻と藻場をほぼ当価値
の生息場所として弾力的に利用している可能性がある。
滞在時間よりも魚体と流れ藻との距離に着目した区分
も，表 3のようにいくつか提唱されている（Ida et al. 
1967b，千田 1965，1986，池原 2001）。これらの流れ藻
との距離に基づいた区分は行動観察に基づいたものであ
るが，同じ魚種であっても成長に伴って行動は変化する。
たとえば，ウスメバルでは体長 30mmまでは，体の一部
を藻に着けて随伴するが，体長 40mm以上になると藻の
周囲や下層を遊泳するようになる（池原 2001）。また，
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表 3．流れ藻からの距離に基づく生息場所としての利用区分

流れ藻との距離 Ida et al. (1967b) 千田 (1965，1986)
Hasegawa et al. (2016) 池原（2001） 代表種例

近 （1）常に藻に接している A  常に藻の中にいて，体を藻と密
着させる

A  流れ藻の中にいて，藻に体を密
着させる

ヨウジウオ，クジメ，ハ
ナオコゼ，ニジギンポ

T  体の一部が藻に接するように位
置するが，ときには藻から離
れ，藻の間や下を泳ぎ回る

B  体の一部を流れ藻に触れたり，
ときには流れ藻から離れてその
下を泳ぐ

ウスメバル，メバル複合
種群 , クロソイ，ウマヅ
ラハギ，カワハギ

（2）藻の周囲を遊泳する S 藻の周囲を泳ぎ回る C  昼は流れ藻の周囲や下層を遊泳
し ,夜は流れ藻の中で静止する

イシダイ , オヤビッチャ

（3） 藻の附近の水面において
体を水平にして遊泳する

O その他 マツダイ，アミモンガラ

遠 （4） 藻の下面のみを遊泳する D 流れ藻の下方を訪れる メダイ

「受動的機会居住者」は多くが，常に藻に接している区
分に含まれ，「必須居住者」は体の一部を藻に接触させ
るように位置するか藻の周囲や藻の下方を遊泳する区分
に含まれる。
流れ藻に随伴する稚・幼魚の食性についての知見は主
要な出現種に限られており，また多くは定性的なものに
とどまっている（千田 1962，1965，Ida et al. 1967b，
井田 1986，東京都水産試験場 1971，1975，Safran and 
Omori 1990，永沢 2001，Hasegawa et al. 2016）。餌料生
物はプランクトン，藻に付着する動物，藻の周辺に出現
するネクトンに大別でき，次のように整理される。
・ 藻の周辺のカイアシ類を中心としたプランクトンを
主に捕食する：ハナオコゼ（全長 30mm未満）ウス
メバル，テンジクイサキ，イシダイ，イシガキダイ，
オヤビッチャ，メダイ（50mm未満），ニジギンポ
・ 流れ藻に付着する甲殻類や魚卵などの生物を主に摂
餌する：クロソイ，クジメ，ギンポ
・ プランクトンと付着生物の両方を捕食する：メバル
複合種群，メジナ，アミモンガラ，カワハギ，ウマ
ヅラハギ
・ 付着生物と仔稚魚等を主に捕食する：ハナオコゼ（全
長 30mm以上）
・ 50～ 80mmはカイアシ類とヤムシ類を，その後ヒカリ
ボヤ，クラゲ等のゼラチン質プランクトンを捕食
する：メダイ
日本周辺のほとんどの「必須居住者」稚魚がプランク
トンを主に摂餌するが，「能動的機会居住者」には藻に
付着する生物を摂餌する種も多く含まれる。たとえば
メバル属であっても，「必須居住者」のウスメバルが
カイアシ類のParacalanusや枝角類のEvadneを主体とする
プランクトンを摂餌するのに対し，「能動的機会居住者」
であるクロソイは藻に付着するサヨリHyporhamphus 
sajoriやサンマなどの魚卵や藻に付随する等脚類，端脚
類などを多く摂餌する（永沢 2001，栩野ら 2003）。また，
クジメやギンポなど常に藻に接して過ごす「受動的機会

居住者」も同様に藻に付着する魚卵や藻に付随する端脚
類などの節足動物を多く摂餌する（木村ら 1958，千田
1962）。

稚魚が流れ藻に随伴する要因となる仮説

なぜ，流れ藻等の浮遊物に魚が随伴するかについては
以前から議論があり，千田（1965）は（1）餌料，（2）陰，
（3）物の存在，（4）走触性，（5）音，などを候補として
あげ，餌料と陰については否定的見解を示し，（3）物の
存在と（4）走触性を有力候補として示した。さらに，
随伴機構の複雑性を認めながらも，室内観察実験の結果
より上記の「物の存在」を発展させた「視覚刺激に対す
る定位」が主要因であるとの考えを示した（千田
1986）。1980年代以降，マグロ類やシイラCoryphaena 
hippurusなどの大型浮魚類を主対象とした魚類蝟集装置
（FAD: fish aggregation device）の機能が注目を集めたこ
とから，流れ藻も包含する浮遊物に魚類が随伴する要因
仮説が整理された（Freon and Dagorn 2000，Castro et al. 
2002，表 4）。これら仮説の多くは大型の浮魚類を中心
に検討された内容が多く，日本語で紹介された千田
（1965，1986）の見解は反映されていない。これらのうち，
底魚類の稚魚・幼魚が流れ藻に随伴する要因と考えられ
るのは，1）捕食者からの避難場所，2）餌料供給の集中，
4）代替環境（特に沿岸藻場の代替），などに限られ，
1980年代以降に提唱された仮説の多くは底魚類には適
用しにくいものと思われる。また，Hasegawa et al. （2016）
は東シナ海における海洋環境と流れ藻に随伴する稚魚の
摂餌生態調査結果から，関連する「餌料供給の集中」仮
説と「指標丸太（indicator-log）」仮説の双方が支持されず，
流れ藻の摂餌場としての意義に否定的見解を示してい
る。しかし，東シナ海に比較してサンマ卵の付着頻度が
高い日本海においては前述のようにクロソイ，クジメの
稚魚・幼魚などに加え，浮魚類のブリ稚魚にとって藻に
付着する魚卵や端脚類などが重要な餌料となっているこ
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表 4．魚類が流れ藻を含む漂流物に随伴する要因となる仮説 (Freon and Dagorn 2000および Castro et al. 2002から抜粋改変 )

仮説 概要 底魚類稚魚・
幼魚への適応 主要文献 備考

捕食者からの避難所
（Shelter from the predator）

直接的な隠れ場所，背後の死角の消去 ○ 末広（1951)，
Gooding and Magnuson（1967）

餌料供給の集中
（Concentration of food supply）

浮遊物周辺に蝟集する動物，付着性動物・
表在性動物

△ 児島（1957），
Gooding and Magnuson（1967）

一部の魚種が利用

陰を求めて（Seeking shade） 負の走光性による随伴，餌の見やすさ × 末広（1951） 実験観察から，千田（1986）は
否定的見解

群れ形成の伴侶（Schooling 
companion）

群れを形成する魚が，群を形成するため
の視覚の基準点として利用する

× Hunter and Mitchell（1967） 群れを形成しない魚種には
適応できない

代替環境
（Substitute environment）

岩礁や藻場などの環境の代替として利用 ○ Hunter and Mitchell（1967）

清掃拠点（Cleaning station） 大型魚の体表の寄生虫を除去するための
拠点

× Gooding and Magnuson（1967） 底魚の該当種は未知

産卵基盤
（Substratum for egg deposition）

トビウオ類，サヨリ類，サンマなどが卵
を産み付けるための基盤として利用

× Besednov（1960），千田（1965） 底魚の該当種は未知，またふ
化後の仔稚魚は随伴しない

空間参照（Spatial reference） 回遊魚のベンチマークとして機能 × Klima and Wickham（1971）

指標丸太（Indicator-log） 潮目などの高生産力海域の指標となり魚
を誘引する

？ Freon and Dagorn（2000） 潮目で餌生物が特段豊富と
は言えない

会合点（Meeting point） より大きな群れを形成するための合流点
として浮遊物が利用される

× Freon and Dagorn（2000） 主にマグロ類で想定

とから（木村ら 1958，千田 1962，Nagasawa and Domon 
1997，永沢 2001），底魚類の能動的機会居住者と受動的
機会居住者の一部に加えブリ稚魚にとって，流れ藻の餌
料供給場所としての意義は大きいと考えられる。特に体
長 20mm以上のクロソイの浮遊期稚魚は，流れ藻に随伴
していない個体もカタクチイワシEngraulis japonicaなど
の魚卵を多く摂餌し，サヨリ卵やサンマ卵が多量に付着
した流れ藻は餌料の供給場として極めて魅力的と考えら
れ，「餌料供給の集中」仮説が一部支持される。また，
北海のベルギー沿岸において，ランプフィッシュ
Cyclopterus lumpusは流れ藻に付着する無脊椎動物を集中
的に食べ，タラ類のCiliata mustelaも流れ藻に随伴する
個体の成長が表層生活を送る個体よりも高成長を示す可
能性が示唆されている（Vandendriessche et al. 2007）。一
方，日本周辺における底魚類の既知の必須居住者につい
てはプランクトンを主に摂餌することから，餌料供給の
集中は藻に随伴する必須な要因ではない。一方，捕食者
に対する避難場所としての流れ藻の機能については必須
居住者，機会居住者とも多くの種が利用していると思わ
れ る（Gooding and Magnuson 1967，Hunter and Mitchell 
1967，Mitchell and Hunter 1970）。岩礁域や沿岸藻場の代
替環境としての機能（Hunter and Mitchell 1967，千田
1965）は受動的機会居住者であるヨウジウオ，ギンポ，
アミメハギなどの他にメバル複合種群のような能動的機
会居住者に利用されていることが示唆される。なぜ稚魚・
幼魚が流れ藻に随伴するかについて，千田（1986）はそ
の複雑性を考慮し，「それぞれの種が進化の過程で獲得
した本性」との考えを示している。流れ藻に随伴する底
魚類の中で，生態的知見が充実しているメバル属につい

てまとめると，ウスメバルは必須居住者でカイアシ類を
中心とするプランクトン食性であるが，能動的機会居住
者であるメバル複合種群はプランクトンと表在性動物の
両方を利用し，同じく能動的機会居住者でもクロソイは
主に表在性の魚卵や甲殻類を食べるという違いがある。
また，メバル複合種群は佐渡海峡周辺や仙台湾周辺のよ
うに開放的で深めの海域では流れ藻への随伴例が少ない
など，環境による差異も認められる。系統解析から，メ
バル複合種群とウスメバルは極めて近縁な姉妹群である
（Hyde and Vetter 2007），したがって必須居住者であるウ
スメバルと稚魚期において，沿岸の浅海域において藻場
と流れ藻を弾力的に利用する能動的機会居住者であるメ
バル複合種群との共通祖先は沿岸の藻場を主たる稚魚期
の生育場としていたものと推察される（永沢 2001）。ま
た，クロソイ，キツネメバル複合種群，シマソイ，エゾ
メバル，ムラソイ複合種群，ヨロイメバルおよびタケノ
コメバルなど本州に分布する沿岸性種のグループもメバ
ル複合種群，ウスメバル，トゴットメバルで形成される
グループの姉妹群である（Hyde and Vetter 2007）。これ
らの種はシマソイを除くといずれも流れ藻への随伴例が
報告されていることから流れ藻への潜在的な能動的機会
居住は本州沿岸域に分布するメバル属稚魚に共通する習
性である可能性も考えられる。一方，北東太平洋には
70種ほどと，より多数のメバル属魚類が生息するが，
仔稚魚・幼魚期に流れ藻に随伴することが知られてい
る の は，S .  d i p l o p r o a， S .  n i g r o c i n c t u s， S. 
rubrevinctus，S. serriceps，S. melanopsの 5種に限られて
いる（Love et al. 2002）。特にS. diploproaの仔稚魚は，
流れ藻に随伴して最大 1年を過ごし，その後，中層での
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滞在期間が続き，最終的に成体として水深 100～ 800m
の海底の生息地に移住するという特徴的な初期生活史を
送ることから（Boehlert 1977，Love et al. 2002），流れ藻
の必須居住者であると考えられる。また，S. nigrocinctus
は S. rubrevinctusとS. serricepsの姉妹群であるが，初期
生態の知見は不十分で必須居住者か能動的機会居住者で
あるかは不明である。またこれら 3種とS. diploproa，さ
らにはS. melanopsも系統的に離れていることから（Hyde 
and Vetter 2007），北東太平洋においても仔稚魚期におい
て流れ藻へ随伴する特性は系統的制約ではなく，別個に
獲得されたと推定される。流れ藻に随伴するS. diploproa
の食性は季節によって異なるものの，秋には藻の表在性
のヨコエビ類を選択的に摂餌することから，流れ藻の摂
餌場としての機能と避難場所としての機能，さらには沖
合から沿岸への移送機能の利用が想定されている
（Shaffer et al. 1995，Love et al. 2002，Nordstrom and 

Booth 2007，Duggins et al. 2016）。
女川沖の流れ藻に随伴するウスメバル稚魚の成長は，

0.46～ 0.47mm/日で流れ藻に随伴を開始するまでの成長
（0.21～ 0.35mm/日）よりも大きいが，日齢 90日程度か
らは 0.32mm/日に低下する（Kokita and Omori 1998）。仙
台湾のメバル複合種群については流れ藻に随伴すること
なく，アマモ場等での底生生活に移行するものが多いと
考えられるが，アマモ場に着底して生活する稚魚の成長
（0.49～ 0.51mm/日）は，浮遊生活を送る仔稚魚の成長
（0.13mm/日）よりも大きい（永沢 2001，Plaza et al. 
2002）。また，瀬戸内海において流れ藻に随伴するシロ
メバルの成長は，全長組成の推移（山本ら 2021）から
0.5mm/日程度であると推定され，アマモ場で生活する
シロメバル稚魚の成長 0.36～ 0.44mm/日（Kamimura et al. 
2011）より優れている。このようにメバル属に限られた
データではあるが，流れ藻への随伴が成長の面で有利と
なる期間があると思われる。メバル複合種群の稚魚のう
ち，どの程度の割合が流れ藻へ随伴するかについての具
体的な推定は行われていないが，瀬戸内海や九州北部沿
岸，さらに紀伊半島，熊野灘，伊豆半島周辺などの本州
太平洋中南部沿岸で多く，佐渡海峡や仙台湾では少ない
ことから，生息場所としての流れ藻の貢献度合いに地理
的あるいは海洋環境による差異があると考えられる。

底魚類の形態発育史の特性と流れ藻との関係

海産魚類の発育段階について日本では以下の沖山
（2014）の区分が広く用いられている。
・卵期：孵化前の卵内発育期
・ 仔魚期：ふ化に続く段階で原則として鰭条の全数が
出揃うまでの期間。一般的に形態や色素形成におい
て稚魚期と異なる。変態（変形）して稚魚期に移行
する。仔魚期はさらに次の 3（亜）期に細分される。
・前屈曲期仔魚：脊索末端部が上屈する前の仔魚

・屈曲期仔魚：脊索末端部が上屈中の仔魚
・後屈曲期仔魚：脊索末端部が上屈した後の仔魚
・ 稚魚：仔魚期から変態した後の段階。鰭条の全数が
完全にそろい，鱗が発達する魚類ではそれが形成さ
れる。
この区分には仔魚期から稚魚期への過程である変態お
よび浮遊生活に関与する形態変化についての定義は行わ
れていないが，Leis and Rennis （1983）は稚魚の定義と
して鰭条等の外部計数形質の定数獲得に加え，「浮遊生
活期の一時的な形態特化の消失」をあげており，仔魚か
ら稚魚への変態が浮遊生活の終了・生息場所の移行と密
接に関与していることが前提であることが示唆される。
底魚の変態で典型的なものとしては，カレイ目魚類やウ
ナギ目魚類があげられるが，カレイ目では移動する眼球
が頭部縁辺に位置する時期と着底のタイミングがほぼ同
調する（南 2001）。
流れ藻に随伴する仔稚魚の最小サイズは種によって異
なるものの，多くが 10mm以上である（表 1）。これらの
サイズは発育段階としては尾鰭条およびこれを支える骨
格や筋肉が発達してある程度の運動能力を備える後屈曲
期仔魚にあたり，随伴する個体の主体はより大きな稚魚
期以降と考えられる。したがって，流れ藻に随伴する底
魚類は仔魚期から稚魚期への形態変化である変態と，生
息場所の移行のタイミングが同調しておらず，稚魚期に
入っても表層での生活（浮遊期あるいは漂泳期）が延長
される。浮遊期を持つ底魚類には，前稚魚とも呼ばれる
形態的に特化した幼期を経るものがいる（沖山 1991，
2001）。流れ藻に随伴する種が含まれているメバル属魚
類でも北東太平洋にはS. levisのように浮遊期稚魚におい
て著しく長い胸鰭をもつ種も存在するが（Moser et al. 
1977），流れ藻に随伴する底魚類の稚魚においては，こ
のような形態的な特化は知られていない。内田（1963）
は魚類の幼期における色彩適応を，（a）青色適応，（b）
透明適応，（c）赤褐色適応，（d）銀白色適応に区分した。
これらのうち，青色適応と銀白色適応は海表面での生活
に適応していると考えられている。一方，流れ藻に随伴
する底魚類の稚魚は成魚や流れ藻に随伴する以前の表層
生活期とは異なった体色を持ち，多くは黄褐色ないしは
赤褐色の色彩，および横縞・雲形の斑紋を有する“黄褐
色適応”（内田 1963，1966）を示す。一方流れ藻のない
表層に適応した底魚類稚魚の背側は，濃密な黒色素胞に
覆われることに加え，側面はグアニンが沈着して銀白色
などの特徴を持つものがいる（“銀白色適応”）。これら
の体色の特徴は海表面における有害な紫外線の照射から
の保護として有効と考えられる（Moser 1981，永沢
2001）。メバル属を例にとると，春季の流れ藻の必須居
住者であるウスメバル稚魚は赤褐色適応を示し，夏季の
表層に出現し，流れ藻には随伴しないアカガヤSebastes 
minor浮遊期稚魚は銀白色適応を示す。能動的機会居住
者であるクロソイの稚魚で流れ藻に随伴するものの側面
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には黄色色素胞が出現して薄い黄色となり，典型的な黄
褐色適応とはやや異なった体色を有する。また，能動的
機会居住者であるクジメの流れ藻に随伴せずに表層で暮
らす仔稚魚は，ホッケPleurogrammus azonusやアイナメ
などほかのアイナメ科魚類と同様に背中側が濃密な黒色
素胞に覆われ，さらに青緑色の体色となる“青色適応”
を示すが，ほぼ同じ体長でも流れ藻に随伴する個体はウ
スメバル同様に黄褐色適応を示す（千田 1965）。また明
瞭な横帯の斑紋が体側に形成されるイシダイの稚魚でも
流れ藻に随伴する時期の斑紋部は赤褐色で，流れ藻を離
れる時期になると赤味が薄くなり地色の黄色と斑紋部の
黒味が増し，横帯斑紋が明瞭になるという（内田 1926）。
また，近縁種であるイシガキダイは，体側に斑点状の斑
紋が形成されることが特徴であるが，全長 10mm台の前
半の仔稚魚期において最初に体側の前部に形成される斑
紋はイシダイに類似する褐色の横帯である（内田 1937）。
その後に体側の後半部に斑点状の斑紋が形成され，全長
40mm台には体側前半部の横帯も全て斑点状の斑紋に変
化するが，少なくとも流れ藻に随伴している期間の一部
は横縞斑を有するとともに赤褐色適応を示す。流れ藻の
陰は表層であっても有害な紫外線の影響を緩和できるの
で，銀白色適応よりも隠れ場としての流れ藻の意義をよ
り有効にする赤褐色適応が多いのであろう。
このように流れ藻に随伴する底魚類の稚魚は，浮遊期
における形態的特化はなしに浮遊生活の延長を行ってい
る。一方，流れ藻に随伴するために色彩の変換である赤
褐色適応を示す魚種が多い。また，流れ藻に随伴する稚
魚には，横縞の斑紋を有する魚種が多く，流れ藻随伴時
の捕食者からの隠蔽効果が想定されている。流れ藻の存
在が浮遊期間における形態特化と着底時における体制の
再構築のコストを省いて底魚類の仔稚魚期における浮遊
期期間の延長を可能としていることが注目される。

流れ藻への随伴がもたらす浮遊期間延長の意義

海産硬骨魚類の初期生活史における浮遊期間の個体で
は，当初は浮性卵あるいは前屈曲期仔魚など運動能力の
乏しいプランクトンとして存在するが，発育に伴って運
動能力が増加していき，各鰭条が発達すると能動的に流
れ藻に随伴する能力を備えるものと考えられる。仔魚が
浮遊生活を送る意義としては，（1）体の小型化による脆
弱性と摂餌可能餌料の小ささへの妥協，（2）餌料を巡る
競争の少ない浮遊生活圏への適応，（3）浮遊生活に関連
した変形発生的適応，（4）初期発育段階における分散上
の適応，などが指摘されている（バロン・後藤 1989，
沖山 1991）。
流れ藻に随伴する底魚類の仔稚魚は，多くが発育も進
み一定の運動能力を有する稚魚期に入った個体であるう
え，色彩・斑紋を除く形態的特化を伴っていないため，
上記の（1）および（3）の意義には該当しない。一方，

餌料を巡る競争についてみると，必須居住者の多くは流
れ藻の有無と直接の関係はない環境中のプランクトンを
主に摂餌する。能動的な必須居住者である本州太平洋側
の女川沖のウスメバル稚魚の日間成長速度は 0.46～
0.47mm/日で，流れ藻に随伴を開始するまでの成長より
大きいが（Kokita and Omori 1998），表層においても流れ
藻においても魚卵を多く摂餌する能動的機会居住者であ
るクロソイ稚魚の成長（0.77mm/日）に比較すると小さ
く，着底して沿岸のアマモ場で生活するメバル複合種群
の成長速度（0.49～ 0.51mm/日 ; Plaza et al. 2002）と同
程度である。したがって，流れ藻が多い潮目周辺には餌
生物が多いために流れ藻に随伴するという指標丸太仮説
には否定的研究例もあるが（Hasegawa et al. 2016），成長
速度からみると不適な餌料環境ではなく，表層では得ら
れにくい大型の餌料生物が必要となるまでの生息場とし
ての一定の機能は有していると考えられる。魚類の初期
生活史において，仔魚から稚魚への変態は多くの場合生
息場所の移動を伴い，摂餌開始期とともに減耗の大きな
期間と考えられている（Hjort 1914，Thorisson 1994）。一
方，仔魚期を表・中層で過ごしてきた稚魚にとって，空
間的位置はほとんど変わらず，捕食者からの避難場所と
紫外線の影響を緩和する日傘としての機能を備えた「流
れ藻」には円滑に移住できることが予想される。したがっ
て，摂餌場としても機能する流れ藻への随伴に伴う浮遊
期の延長は，変態期における大きな減耗の緩和につなが
る可能性がある。一方，流れ藻に随伴した底魚類の稚魚
も，最終的には底生生活に移行し生息場所の変化を中心
とした二次的変態（Youson 1988，沖山 1991）を行うこ
ととなるため，着底のタイミングで一次的変態時に先送
りした減耗リスクに遭遇する可能性がある。しかし，流
れ藻への随伴期間の成長は比較的速く，藻を離れる体サ
イズは大きいため，少なくとも被食による減耗は軽減さ
れると考えられる。
流れ藻への随伴による浮遊期の延長は受動的な移送に
よる長距離の分散に大きく関与する。吉田（1963）は流
れ藻の標識移動調査から，対馬海流域の流れ藻は長いも
のでは約 2カ月間浮遊し，最大移動速度は 20km/日に至
ることを明らかにし，最大移送距離は 1,200kmに及ぶ可
能性があることを示した。また，Yatsuya（2008）によ
ると，浮遊期間は藻の種類や発育段階によって異なるが，
5月に基盤から離れたアカモクの場合は 8週間，成熟の
進んでいない 1月に基盤から離れた場合は 14週間浮遊
する可能性がある。したがって，基質から剥離直後の新
鮮な流れ藻に遭遇した稚魚が藻の沈降まで随伴した場
合，藻とともに 1,000kmにいたる距離を移送される可能
性がある。本州太平洋の流れ藻に随伴するウスメバルに
ついて，Kokita and Omori（1999）は耳石輪紋解析の結
果から女川沖の流れ藻に随伴するウスメバルの 20%程
が南方の犬吠埼以南で産出されたものに由来し，釜石沖
でも少数の犬吠埼以南の海域を起源とする稚魚が出現す
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ることから，流れ藻への随伴を経て南北に 400kmを超
える移送を推定している。また，黒潮続流に乗った流れ
藻に随伴した稚魚が沿岸から犬吠埼の東方 300km沖合
にまで移送された例を示しながらも，ウスメバルについ
ては南北方向の分散が成功する場合が多いと推察してい
る。一方日本海側の流れ藻に随伴する稚魚は対馬海流に
よって移送されるが，対馬海流は青森県艫作崎沖で本州
に近づき，平均で 7割を超える流量が津軽海峡を通って
太平洋側に抜けるため（秦 1962），沖合に流されること
は少なく，沿岸域での着底の機会は太平洋側に比べて多
いものと考えられる。青森県水産試験場ら（2001）は，
山形県飛島および，新潟県佐渡島沿岸における，ウスメ
バル着底稚魚の調査結果をとりまとめ，体長 30～ 50mm
の稚魚が水深 11～ 24mの岩礁域で採集されたことから，
ウスメバル稚魚は体長 35mm前後で着底するものが多
く，体長 40mmを超えて流れ藻に随伴する個体は，沿岸
で着底する機会が得られなかった個体であると推定し
た。また，京都，新潟，山形および青森日本海側の各地
の流れ藻に随伴していた 5月および 6月の旬別の体長組
成を比較すると，青森県の流れ藻に随伴する稚魚には体
長 35mm以上のものが少なく，京都府沿岸の定置網に入
網する個体は流れ藻を離れるであろう 35mmを超える個
体がほとんどである（図 1）。青森県日本海側や津軽海
峡付近では，流れ藻に随伴する稚魚が着底する機会を得
やすいことが大型の稚魚が流れ藻に少ないことの主な要
因と考えられる。長沼（2000）は青森県西側のウスメバ
ル漁獲量が 4-6年前の 6月の対馬暖流の流量と正の相関
があることを見出し，流量の多い年には南方から流れ藻
に随伴して青森沿岸で着底するウスメバルが増加する可
能性を示唆した。また，ウスメバル成魚の標識放流調査
では，放流場所から離れたところでの採捕は，放流地点
からみて対馬海流の上流側である南西方向に回遊する例
が多く，最長として佐渡島沿岸から能登半島を超えた鳥
取県沖まで 500km以上の移動が確認されている（大久保
1984）。また，山形県から新潟県南部にかけての県をま
たぐ程度の移動は普通に確認されており，流れ藻随伴期
間を含む浮遊期における受動的移送を補償する移動回遊
と考えられる。遺伝学的解析でも日本海側のウスメバル
は各地で繁殖しているものの広域にまたがる比較的大き
な繁殖集団を形成していること（青森県水産試験場ら
2001）は，流れ藻への随伴がもたらす浮遊期の延長が寄
与している部分が大きいと推察される。繁殖集団が大き
いことは，減耗が大きい発育初期段階において時空間的
な多様性を有することを意味し，一部の集団の生残が悪
化しても他の集団がこれを補って，全体としての豊度低
下を防ぐようなポートフォリオ効果が期待される。日本
列島周辺のメバル類でウスメバルの漁獲量が最も多いこ
とにも，繁殖集団の大きさが関与しているだろう。

今後の研究発展に向けて

これまで見てきたように，初期生活史の一定の期間に
おいて流れ藻への随伴が必要な底魚類の「必須居住者」
は春季から夏季のウスメバル，イシダイ，イシガキダイ，
夏季から秋季にかけてのカワハギ，ウマヅラハギなどに
限られており，流れ藻に随伴することが知られている他
の多くの種は，着底に至るまでの初期生活過程で必ずし
も流れ藻の存在を必要としない。つまり，多くの底魚類
が初期生活史の一時期において流れ藻を利用している
が，流れ藻への随伴が不可欠な必須居住者はごく少数で
あることが示された。一方，他の生息場所も利用する能
動的機会居住者にとっても，流れ藻は隠れ場の提供にと
どまらず，種によっては餌料の供給場としての利用価値
がある。しかし，これら機会居住者ののうち流れ藻を利
用しているものの割合に関しては知見が乏しく，流れ藻
に随伴する仔稚魚の量的動態が資源動向にどのような影
響を与えているのかについては不明である。また，3種
を含むメバル複合種群のような機会居住者の流れ藻への
随伴割合は海域差も大きく，種ごとのデータ蓄積に加え
て海域別の整理も必要であろう。
必須居住者および能動的機会居住者にとって共通する
流れ藻の最大の意義は，捕食者からの避難場所に加えて
一次的変態後の浮遊期間の延長であると考えられた。必
須居住者が初期生活史において流れ藻に随伴するという
特性を獲得した背景としては，随伴することによる利益
がコストおよびリスクを上回ることが考えられる。近年，
遺伝的手法による系統類縁関係の知見が飛躍的に充実し
てきている。この関係を利用し当該必須居住者とその姉
妹群の初期生活史の詳細な比較を行うことによって，流
れ藻へ随伴する特性の機能的側面が詳細に理解できるよ
うになるだろう。
瀬戸内海のタケノコメバルとクロソイの関係（栩野ら

2003）のように，流れ藻に随伴する稚魚相も年代によっ
て変化がみられる場合がある。しかし，流れ藻に関する
知見が充実している日本列島周辺でも，年代間比較がで
きる海域は限られている。近年水温の上昇に伴って沿岸
の藻場が減少しており，アイゴやノトイスズミなどによ
る食害も一因と考えられている（門田ら 2023）。一方，
イスズミ類の流れ藻への随伴は近年になって確認例が減
少している。両者の因果関係は不明であるが，沿岸の藻
場は流れ藻の供給源であり，環境変化への生物側の応答
としても流れ藻を利用する魚類相の変化に注目する必要
があろう。
日本周辺海域においてもモジャコがいない夏季から冬
季についての流れ藻に随伴する魚類相についての知見は
九州北部，佐渡海峡，瀬戸内海，相模湾周辺など一部の
海域に限られており，北海道周辺などでは基礎的な知見
もほとんどない。流れ藻の利用様式が魚種だけではなく，
海域や季節によって異なるのであれば，時空間的な空白
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底魚類の初期生息場所としての流れ藻

部分を埋めて生育場としての流れ藻の価値評価もより包
括的に行われることが望まれる。また，本稿においては
日本周辺海域でも琉球列島周辺の流れ藻に随伴する魚類
については，漁港内に滞留する流れ藻以外のデータが少
なかったため，主たる対象としなかった。その理由は以
下にも関連する。
永沢（2001）は佐渡島周辺における 5月および 6月の
流れ藻の分布様式について，1）単独分布タイプ：流れ
藻が海表面に単独で浮遊しているもの，2）筋目分布
タイプ：流れ藻がいわゆる潮目に含まれる海面収束である
筋目に滞漂しているもの，3）港内分布タイプ：港の防波
堤内や半閉鎖的な内湾に滞漂しているもの，の 3タイプに
分け，流れ藻 1塊ごとのウスメバル稚魚とクロソイ稚魚
の随伴個体数を比較し，ウスメバルは単独分布タイプの
流れ藻に多く随伴するが，他のタイプには少ないこと，
一方クロソイは単独分布タイプの流れ藻と筋目タイプの
流れ藻に随伴する個体数に有意差がないことを見出し，
流れ藻の分布様式によっても随伴する稚魚相に差異があ
ると推察した。しかしこの解析はデータ数も限られてい
る予察的なもので，対象魚種もメバル属 2種に限定され
ていた。種の違いや海域差に加えて流れ藻の分布様式に
よる差異についても今後の課題である。
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